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く 同 日 逝去 され た こと は 誠に 哀 憧 に 耐え な い 。 本 会 発展 の た め 創 立 以 来 永 らく 御 尽 
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Mineralogical Journal の 食 刊 日 本 鉱物 学会 が 発行 し た 外国 六 の 学会 誌 で , 
ZC AL ASIF A Nel LUBBOCK Wo A 5 版 , 本 文 68 Biz, On 
the dielectric constants of minerals (Takubo, et al) 他 6 篇 が 収録 され , EVR 
も 極め て 明瞭 で ある 。 良好 の 学会 誌 と し て , こ ゝ に 広く 購読 され る 様 推薦 する 。( 理 
AG MLRIET, WGA 28 年 10 月 発行 200 円 ) 〔 大 森 ) 
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Towery manganocalcite from Hosokura mine, 
Miyagi Prefecture. 
A #& % — (Keiichi Omori)* 
山 岡 一 i (Kazuo Yamaoka)** 


Abstract. Manganocalcite was occurred as towery parallel aggregate 
shown in Fig. 1 and 3 at Hosokura mine, Miyagi Prefecture. The colour is 
pale pink and the mineral shows red fluorescence in short wave ultraviolet 
radiation. The measured specific gravity is G=2.798 at 4°C and the index of 
refraction is w=1.6785, €=1.5004, €—w= (—) 0.1781. The analysis shows the 
percentages and the mineral proportions as shown in Table 1, No. 1, 


緒 iF 

TRUER SRY MARUO SLAB, BRU Bw (He 
右 脈 が が あり, この 脈 の 卓 洞 内 か ら , PERO 6 LW TRA SPE L 7 6 
この 種 の 方 解 石 は 細 倉 鉱山 で る 初め て の 産出 で あつ た の で , この 一 部 の 第 
1 図 に 掲げ た 様 な 結晶 を , 同 技師 高橋 英夫 氏 が 筆者 等 に 寄贈 され た 。 本 方 
PRAGIK e e (0112) 面 か ら 出 来 て で おり, CNA4THAL CHB SL, BM 
化学 分 析 の 結果 , 比較 的 多量 の マン ガン を 含ん で いる の で , マン ガン 方 解 
給 に 司る (の で 2 る る きき 信人 分 つた だ 9 


結 me 形 
FAHD IB, 寸 も 多量 に 産 す る 鉄 物 の 一 っ で あつ て , 結 
卓 面 の 種類 も 多く , 叉 品 相 る 変化 に 富ん で いる リリ 。 COMRMd 
LAS cH MICMA ROC 出来 た る の で あつ て , 結 唱 面 は 第 2 図 A 
に 掲げ ザ た 様 に , 多数 の 面 が 集合 ane BTL OCR, ID 
た め 面 角 は 45~48° 間 を 変化 し , 52° を 示す も の も あつ た 。 併 じ , 結 
GIO Ep & x i 


* sc EEG ER | 熊 本 大 学 理学 部 地学 
1) DIB UREA: No. bet 
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の 面 角 を 種々 測定 し , これ を ステ レオ 投影 し て 指数 を 求め た と ころ , e 
(O1T2) BMT SZOL MBO, HANH S NCAR L eR 
LTB), COPO—diti HW LHORA 25 個 重 な つて , BAM 2 
に 達する 挫 状 集合 体 を 作っ つて いる 。 人 第 1 図 の 左上 部 に 見 られ る 2 ORR 
集合 体 の 中 , 右側 の も の が これ で あぁ つて, 左側 の 結 品 は これ より や ゝ 低く , 
高 さ は 1.2 畑 で ある 。 此 等 の 結晶 は , 同様 な 平行 連 品 を し て いる 方 解 石 の 
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HEGRELO LICE ZITO TW Bo | 


RRC, Cat 4 Fe YAR 挟ま つた (COP イオ 


ン 群 の 形 が < 軸 に 垂直 な 方 向 に 偏平 な こと に 基 因 
SSODEBA BM, OO CA AONMOND 


他 の 2 価 金 属 イ オン が こ ゝ に 添加 する と を と, 例え ば - 


Mn*+=90.91 A (Ca2+=1.03 A) ORIG 4 HY BE 
が 異な る の で , この 構造 内 に 転位 (dislocation)” 
を 生じ , 螺旋 状 生長 (spiral growth) の 様 な 方 法 
C, FHAMARL, RMEntRBVP’ZALO>#E 
L, その 結果 , BREAAMEUCREOL OBR 
bind. | 

Buckley” は 最近 , 人 工 結 品 に つい て , . 不純 物 
が 上 品 相 に 及ぼ ば す 影 響 を 論じ , CaCO, の 結晶 で は , 
SO,” が 1! 立 中 に 0.00025~0.0003 Re HET 
る 時 に , 葵 面体 結晶 が 出来 る が , この SO," が 
0.0005~0.0025 の 時 に は ROK BHAD 出来 る 
る の 結語 に 0 いい は 詳 
ae CVS ZENG 

Papapetrou®) 74 NH,Cl, NH,Br, Pb (NO), 
NaCl, NaBr, KCl, KBr, NH,NO,, NaClO, 等 


の 結晶 の 樹 和枝 状 生 長 が 拡散 (diffusion) に 依っ て 生ずる も の と , Kaye 
I5AVSAAL TW SBM, CaCO; Mow TE 述べ で いな いで ご れ ら の | 問題 


は 人 窒 今 後に 残さ れ て いる 。 


物 理 的 性 質 


この 方 解 石 の 色 は AMICI HRC EL, - 太陽 光 下 に 蝶 し て お く と , 
色 が 徐々 に 消え て うす く な る 。 又 ミ ネ ラ ライ ト (mineralight) の 短波 長 
(2537A) の 紫外 線 で 照ら す と , 美しい 赤色 に 交 や く 。 こ れ は 方 解 石 中 に 含 
まれ て いる Mn, 季 土 類 等 の 微量 成分 の 種類 と 量 に 関係 ある も の と 参 え ら 


US 


硬度 は H=3 で , HMBC MIL, Ge =2.798 4 
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Shockley, W., Imperfections in nearly perfect crystals. 40~57, 1952. 


Buckley, H.E., Crystal growth. 543, 1951. 


1) 
2) 
3) Papapetrou,A., Zeit. Krist. 92, 89~130, 1938. 
4) Palache,C., Dana’s System of Mineralogy. 2, 150, 1951 
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DEALER O AAREO Gro = 2.7102 + 0.0002” ょ り 避 か に 大 きく , これ 
は 後に も 述べ る が , Mn を 含有 する た めで ある 。 不純 物 と し て , 移 土 類 或 い 
は 放射 性 元素 を 含有 する こと が 巻 えら れ た の で "ガイ ガー 計数 管 (HAL 
業 サ ナー ベー メ ー タ ー) で 放射 能 を 測定 し た が , これ は 検出 し 得 な か つた 。 

次 に 結 品 の 一 部 を 切 断 し て , (0001) Me ALA, この 研 魔 面 を 用 
wt, Klein の 全 反 射 屈折 計 で 屈折 率 を Na 光 下 で 測定 し , 次 の 結果 を 得 
on 

w=1.6785, €=1.5004,  €—w= (—) 0.1781 

=H ARE th RAO JEST?) w = 1.65838, g =1.48645 ょ と 比較 する と , 
BAL 420, この 点 か ら る も 
他 の 成分 を 相当 量 含 ん で いる こ 
are eears 

CaCO。 を 置換 する 端 成分 分 子 
MeCO MnCO,, 
ZnCO;, FeCO,, CoCO, 2234 
る の で , IERBHKR CaCO, + 
置換 し た 時 , 屈折 率 , 複 屈折 及 
び 比 重 が どの 様 に 変化 する か を 
CR Snlc bao 
各 数 値 を 記入 する と 第 4 図 が 得 
られ る "“。 図 か ら 明 か な 様 に , 
は は CE , &, 
w-E は 何れ る MnCO。 線上 に の 
り , この 物理 的 性 質 か ら 方 解 石 
の 成分 を 求め る と , 

S757 CacOg, 
12.5% MnCO, 

CEB io 

顕微 鏡 下 で , この 薄 片 は 無色 
GC, BRA IVC 


Le Palache SC a irisenmpalos 

2) Donnay, G., and Donnay, J. D. H., Am. Min., 38, 932~963, 1953 

3) Palache, C., #ijHt, p. 151. (Winchell’s optical mineralogy, Part III. p. 
106, 1951 る 同様 ) 


4) Sundius, N. (T.M. P. M. 38, 175~194, 1925) OVYUAYCBARKRREH 
を 論じ て いる 。 
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折 が 大 きく , R-II LAW ADS, MAOBABAYRBAVICLL 
ずれ 合 つ て いる 状態 が 観察 され る 。 光 学 性 は 一 軸 負 性 で あぁ る 。 

SUR tia PRC, CHARCOT SE, 方 解 石 の 結 品 は 羽毛 状 に 中 
心から 周囲 に 向 つ て 伸び て お り , 時 に , この 中 心 に 核 の 役目 を し た と 思わ 
れる 方 解 石 が 少 し く 残 存 し て いる 。 この 内 側 の 方 解 石 は 淡 閉 薇 色 を 時 し , 
IME BBG CEASE CIR GIL HOD, その 表面 が 白く 変化 し て い 
る の で , 境 は 明瞭 で あぁ る 。 


16a Seat 


次 に この 外側 の 方 解 石 を 試料 と し て , 普通 行わ れ て いる 方 法 で , 数 回 化 
学 分 析 を 行 つ た 結果 の 平均 値 は 第 1 表 No. 1 の 様 で ある 。 UNDER 
BRED ELE TRY S MS 


BB 1 表 
No. 1 2 3 4 5 
Eh 細 倉 鉱山 me SA {LI i 鉄山 足尾 鉄山 Ange BL 
(分 析 A) | (山岡 一 雄 ) | (金成 明 う | (金成 明 ) | Gem HR) | CANS) 
CaO | 47.11% 48.26%, 52.83% | 51.48% 32.11% 
MgO | OZ 0.47 0.32 0.07 2.17 
FeO | See | 0.29 | 0.29 O.14.* 2.38 
MnO | 8.10 7.67 3.19 — ATA Ne C2197 
CO, | 42.90 | 43.39 42.78 43.56 41.75 
SiO, | 0.15 sees 0.50 0S aeel as 
Al,O, | none = = 028 8 
Fe,O, | none = = = = 
H,O Ly ed =e oe eee |KO 20 
Total 99.61 100.08 99.91 100.40 99.83 
Mol] deine = ar 
<e | CaCOz S817“), 86.44 93.19 92.87 59.6 
CO ir 20.44 lh. 03 0.67 0.17 5.6 
S | FeCO, 5,660 0.46 | 0.46 0.20 3.4 
MnCO, Pit ee. 12:48 5.16 6.76 31.4 
Crete 42:798 2.812 | 2.741 2.781 3.00 


88.17Mol% CaCO;, 11.71%MnCO,, 1.68%FeCO, 及び 0.44% 
MgCO。 が 得 ら れ た 。 
Aiea MnO を 含有 し , この 種 の 方 解 石 を マン ガン 方 解 石 り (man- 


1) Palache, CAI p. 153. 
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ganocalcite) と 呼ぶ 。 AMICK S マン ガン ジ 方 解 石 の 産出 例 を 分 類する 
と , (①l) 第 三 紀 の 金銀 鉄 脈 (ACMI AL, 算 鉄 山 り 等 ) 又は 鋼鉄 脈 CLG 
山 ) 等 に 産 す る る も の, (2) wy WY SRP (AURRGEL) UO THIS も の の 
2 っ に 大 別 さ れる “。 紫 等 の 分 析 結 果 (第 1 表 ) か ら 明 か な 様 に や , COM 
倉 鉱 山 産 の マン ガン 方 解 石 は , 第 三 紀 鉱 脈 中 に 産 す る マン ガン 方 解 石 と し 
て は , 多量 の 8.10% MnO ((11.71 Mol19 MnCO,) を 含有 する こと を 特徴 
toto 

次 に 島津 式 OF 60 7k Aa COATES & AVC, 高周波 励起 に よる 交流 断続 
PGE), この マン ガン 方 解 石 の 分 光 分 析 を 植田 助教 授 を 畑 わ し じ し て 
fotze 24%, Ca, Mn, Mg, K, P, Si Mfhiz, Al (ez 3961.5 A, 
3944.0, 3092.7, 3082.2), La (3949.106 A, 4077.340) 及び Sr (4077.7A,, 
4215.5) を 検出 する こと が 出来 た 。 こ れ ら は 何れ る も 極 く 微量 で ある 。 
MUKA, この 足 重 な 方 解 石 を 寄贈 され た 細 倉 久 山 高橋 英夫 技師 並び に 分 光 分 析 に 
依る 微量 成分 の 検出 に 協力 され た 植田 良夫 助教 授 に 謝意 を 表す る 。 倍 こ の 研究 に 用 いた 
費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よる も の で ある 。 


1) "原田 準 平 : 難破 8, 156~160, 4B 7 
2) PRL, 桜井 欲 一 : eRe LL) 230, ag 22 
3) Harada, Z., Jour. Fac. Sci. Hokkaido Uni. (IV)-7, 154, 1948 
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Barite from Kominato town, Aomori Prefecture 


fA) = (Shuzo, Hasegawaj* 


Abstract: <Acicular crystal of barite was found in epithermal vein 
embedded in Tertiary shale and tuff at Kominato mine, Aomori Prefecture. 
The mineral associates with pyrite, chalcedony and quartz. The sequence 
of mineralization is expressed as barite-pyrite-chaleedony-quartz. The 
crystal of barite elongates parallel to a-axis and its dominant face is o (O11). 
Refractive indices are @=1.636, y=1.647 and specific gravity is 4.300. The 
result of chemical analysis is as shown in Table 1 and its chemical formula 


is given as (Bag.o7 Cap.o2)9.99 S1.00 Oa.oo Under the mineralight, the mineral 
shows strong yellow fluorescence. 


bi 

仙 含 通産 局 小野 田 調 査 課長 は 旧 小 湊 鉄 山 の 廃 石 中 より 探 集 し た , MAES 

時 する 鉱物 の 放射 状 集 合 塊 を 大 森 教 授 に 提供 され た 。 そ の 後 , HM OH 
* ALAR ACS 


1) ARES ILA 28 42 10 月 3 日 に 行わ れ た 全 業 台 ) の , BRT 
PERRER LO OD ae. nr BRAS (UA) の 席 上 , BRI te 


nih 


Cain ete? aU se 87 


LEAT EN CEREAL, HEN OR FE REL CHOKK, ES 
は 大 森 教 授 の 下 で , (ORMZOW TCI EO BARRA, これ が 重 品 
ADER GO RECHS OL HED? 

重 上 品 石 の 結晶 は < 軸 に 直角 な 方 向 に 扇 平 な 板 状 を な する もの が 普通 で ある 
DS, 稀 に @ 軸 或 は 5 軸 方 向 に 伸び た 柱状 を な する もの も ある !。 こ の 内 童子 
HED BLAIS a HANS BSL CHU REPRE 


産 地 k UE KR 


産地 は 青森 県 東 津 軽 郡 小湊 町 大 字 内 童子 (Uchidoshi) で 東北 本 線 小湊 駅 
の 南方 約 6km の 位置 に ある 。 津 田 技官 の 調査 に よれ ば , COGRABHH 
の 頁岩 及び 石英 安山岩 質 北 灰 岩 中 に 有 胎 し た 低温 性 の 重 唱 石 一 黄 鉄 鍼 , 百 
REE, BIRCH 1, 鉱脈 は 細 脈 で いずれ る 小 規模 で そ あ ぁ る 。 昭和 
1] 年 頃 三 鷹 鉄 山 と 称し て 開発 され , 次 いで 昭和 26 年 か ら 約 1 ヶ年 小湊 鉄 
由 と 称し て 硫化 鉄 を 小 規模 に 開発 し た が 現在 は 休止 し て いる 。 こ の 堪 外 の 
内 右 及び 転石 中 か ら 控 集 し た も の を 試料 と し て この 研究 を 行 つ た 。 
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RMOAMANSEBL GRP OBMSN, COERMCARARMC Bia 

ALPUELEBRA SNA, PUEBLA LARA LMS DO, Apkohrs Bh 
FRC ERB PC HAR BOOS RBER CRE T A HHMI Ht RE 
LEBOHREET AZ. 
COBRA, BRR, EBRUALOLARRED 5 BIRO A: RU & & B 
わす 試料 の 断面 を 第 1 図 -1 に 示す 。 図 で 明らか な よう に , 先 づ 宣 品 石 が 
母 岩 壁 に 略 垂直 に 上 品 出 し , その 後 黄 鉄 鉄 , 玉 身 が この 上 に 生成 し , 次 いで 
石英 が 品 出 し 品 洞 中 に 水 卓 の 自 形 結晶 が み ら れ る 。 

BAL O, BIRM-BSicRLRE I RABE LOR‘ON 
ある 。 即 ち 一 方 向 を 中 心 と し て , ZOE DVICBHRICBIERCEL CH 
MADBHELRABRALCETLDCHAS, 第 1 図 3ー-a に その 縦断 面 を , 
同 3-b に 横断 面 を 示す 。 BAO AMSEC LOCKS, 更に 中 
心 郭 の 核 に 相当 する 部 分 る 玉 稀 で 満た され , POZOMBLHHAPO H 
有 目 を 通 つ て 互 いた に 連結 し て いる 。 

BA, RRS, 玉 和 髄 等 の 共生 関係 を 更に 詳細 に 顕微 鏡 下 で 観察 する と 
第 1 図 -2 の 様 で ある 。 黄 鉄 鉄 は 常に 重 品 石 結晶 の 先端 に 自 形 結晶 と し て 


1) 例え ば 新潟 県 佐渡 産 及 び 中 山 由 産 (a 輔 方 向 ), 秋田 県 棒 産 (b BAH) 等 が これ で あ 
る 。 (日 本 録 物 誌上 巻 321, 昭和 22 年 ) 
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got Be 


1: SRIRODA: RASS 2: Gh, BEGRGK, EH, BRORABSIA 
3: HALAOAARES (a: 縦断 面 , b: 横断 面 ) 
B: 重 品 石 , P: Bee C: =H OQ: AR, R: Ba 


附 着 し , 時 に は 重 品 右 の 先端 が 全く 黄 鉄 鉄 で 交代 され て いる 部 分 も ある 。 
玉 苑 は 重 唱 石 を 交代 し , 重 上 品 石 と 黄 鉄 鉄 を お お つて いる 。 こ れ 等 を と り ま 
いて 繊維 状 の 玉 英 が 発達 し , これ は 微粒 状 の 玉 和 英 質 石英 を 経て 粗 粒 の 石英 
見 に 順次 移り 変っ て いる 。 唱 洞 中 の 水 唱 は 最大 2x3cm ORE EDA 7% 
自 形 結晶 で ある 。 

AT IRAE IRS ERR COARRE ER UCHET SOC, Hine, 黄 
鉄 鉄 よ り る も 後期 に 品 出 し た も の で ある 。 


結晶 形 と 物理 的 性 質 
玉 和 髄 中 の 重 品 石 結晶 の 形態 を 観察 する た め に 購 化 水 素 処理 を 行 つ た 。 即 
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4 RRRO S ¢ OMB CORY RHO F&I EKA? Pic RK 
WUKOSKETS. この よう に する と ERBOMNCAI BHL FO 
C, BRAORMGROACBRTLEMCES. ご の よう いい に 処 理 P だ 試料 の 一 
部 を 双 眼 顕 徴 鏡 下 で 拡大 する と 第 2 図 -1 の よう に みえ る 。 Bhai ay 
桂 状 に 伸び , 柱 面 は 割合 平滑 で ぁ る 。 こ の 柱状 結 品 の 表面 に 附 着 し て いる 
PERO RKO MELHOR, 第 2 図 -4 に 示す 如く 0 と 242 面 より 
成る る の で あぁ ある 。 人 千 玉 和英 中 の 白 鉄 鉄 の 部 分 を 同様 に HF 処理 し て , PARE 
MECABITAL, 微小 な 自 形 結 晶 の 集合 で ある こと が 認め られ , Roe 
片 に つい て 反射 顕 微 鏡 下 で 観察 する と , BBA RHEDMYS5NS, 


第 2 図 


( Pyrite ) 


1: HF 処理 し た 重 卓 石 結晶 2: 重 品 石 の 頭 徴 鏡 図 と 光学 的 方 位 
3: 重 卓 石 の 結晶 形 4: 黄 鉄 鉱 の 結晶 形 


本 角柱 状 結 品 の 一 有 片 を と り , 往 面 の な す 角 を 反射 測 角 器 で 測定 し た 平均 
値 は 105°39’ で ぁ つ た 。 これ は 重 品 石 の 0 MAS (011) OMA? に 一 致 


1) 市 販 の 乾 化 水素 酸 (46%) を 水 で 2 ICHARL Feo 
2) Dana’s System of Mineralogy (IJ) に よれ ば (011) 人 (011) =105°26’ で ある 。 
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し , 伸長 方 向 は 2 軸 に 一 致す る 。 

つぎ に この 結晶 の 伸長 方 向 に 略 平行 な 方 向 の 薄 片 の 顕微 鏡 図 を 第 2 図 の 
2-g に, 又 乗 直 な 方 向 の 薄 片 の 顕微 鏡 図 を 2-0 に 示す 。 これ 等 に つい 
て 者 渉 像 を 観察 する と , 2 軸 性 正 号 を 示し , 光学 的 方 位 は 図 に 示 じ た よう 
で ある 。 即 も 伸長 方 向 ¢& に 選 軸 が ある 。 SERS (001) ces, (100) 及び 
(011) に 不 完 全 に 認め られ る 。 

浪 液 法 で 測定 し た 屈折 率 は x=1.636, y=1.647 Winchell の 記載 し 
ERA BRICK SY, LBC Leet GP =4,300 で 
あつ た 。 俗 こ の 重 上 品 石 は mineralight で 強い 美しい 黄色 の 上 癌 光 を 発する 。 
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Troulet BRC HAA LAT SZERF IESE URUKE, MIR 
鏡 下 で 重 上 品 右 の 部 分 の な を 選別 し た も の を 試料 と し て , 化学 分 析 を 行っ つた 
結果 を 第 1 表 に 示す 。 分 析 方 法 の 大 要 は 第 2 事 の 如く で あり , ここ に Ca 
と Ba (Sr) OMIA MIC kD, KR Ba と Ss の 分 離 は 重 ク ロム 酸 
TVEYVR LOR. CORRICLS2 St OPARHALBEA DOK 
が , DEDEDE” i. ko CLOREITED DEN, FOSEARt SrO 
LUE Ye GNSS 

5.0. を , KML EEC HETSZLOLULT, M Fe。O。 &, Bee 


第 1 表 BHAOLSERE 


| wt.% | BF FeS, CaSO, } BaSO, 
BaO 1 -G2,49° "| aod 1) | . 404 
SrO tise — 
CaO | 0.38 7 | 
MgO none — 
SO, 34.09 426 8 7 404 (7) 
Fe,0, 0.32 4 4 
Al,O, 0.05 = 
SiO, 2.01 sy 
H,O 0.54 ae, 
Total 99.88 


a Re 


1) Winchell, A. N., Winchell, H. : Optical Mineralogy (II), 150, 1951 yz} 
NIE %=1.636, B=1.637, y=1.648 CHS, 

2) EME: スト ロン シッ ウム の 分 析 ( 稀 元 素 の 化学 分 析 , 40~47, 4B 24) 

3) 分 光 分 析 に つい て は 植田 助教 授 の 御 協 力 を 頂い た 。 ここ に 謝意 を 表す る 。 
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第 2 表 RRA OMY D HR 


: Ss 一 残 te ——— SiO, 
ye HNO, 酸性 , #5880 (UB MR (ID 
x te NOS HHH |e > Si0, 


試料 (1.0g) oe 


NH,OH ce Nh 


YER (1) 
ie Ro Fe,O3, Al,O; 
we yg TENOs matt, seaeaeym [~~ > 
mye (U1) NHOH | NOW HIE gy ye | Ban Sr 


Lx fi > Fe,Oz, Al,O, 


HRT SZXDLELCTINSORMME RV Tt, Ba, Ca, S, 0O の 原子 比 を 
計算 し 実験 式 を 求め る と (Ba CNN SO 70.0 BaSO, O 
ACARI BC KITS. POBS LW MMe LOnRBRMAD—MELTZI 
こ に 報告 する 。 

終り に 臨み , 本 研究 の 機会 を 与え られ , 終始 御 指導 を 頂い た 大 森 教授 に 深謝 の 意 を 表 
940k, 産 状 等 を 調査 され , 研究 試料 を 恵 与 さ れ た 仙台 通産 局 小野 田 医 高 課 長 並 びに 
同 津田 和 析 七 技 官 に 謝意 を 表す る 。 何 , 本 研究 に 費 し た 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 助 
成金 に よ つ た 。 


BRBERDODK DH AHR R (1 
( 基 礎 RR) 


Spectrographic studies of some rocks and minerals (I) 
(Fundamental experiments) 


fi FA 良 夫 (Yoshio Ueda)* 


Abstract: Spectrographic analysis of the trace constituents in the 
same rock were done with Shimazu medium Quartz Spectorgraph QF-60, 
using the following light sources: (A) continuous direct current ark, (B) 
continuous alternating current ark, (C) interrupted alternating current ark, 
(D) high voltage condensed spark. Two modifications of the source lens 
system were employed such as to image the source on the slit and on the 
collimating lens. The greatest sensitivity among these light sources were 
given by continuous direct current ark, producing an image of the source at 
the slit of the spectrograph. 
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Built 
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緒 =| 

同一 目的 に 対し て , REE CHRHEAN TREK CD, その 個々 に よ 
つて 特性 が あり , 又 使用 に 際 し て る も 特別 の 注意 を 必要 と する 。 面 し て それ 
が 精度 の 高い , 複雑 な 装置 に な れ ば な る 程 , その 精度 限界 まで 能力 を 発揮 
せしめ る こと は 各種 の 困難 が 伴っ て 来る 。 そ の 装置 を 使 ひ 基 の 実験 結果 を 
解析 する 為 に は , 装置 の 具備 する 精度 を 出来 得る 限り 発揮 を し め る 如き 条 
件 を 確立 する こと が 必要 で ある 。 等 者 は か ゝ る 見 地 か ら , 当 教 室 に 数 年 来 
懸 委 と な りょう や く 購 入 さ れ た 分光 分 析 回 並び に 発光 装置 が 一 応 発光 分 光 
分 析 ~1 の の 器 と し て 半 定 量 , 定性 的 目的 に 使用 し 得る 限界 に 整備 され た の 
で , 或 る 特定 の 岩石 に 対し , 発光 方 法 , FATS EOL, その 岩石 
中 に 含ま れる 元素 の 定性 , 定量 的 な 検出 能力 の 検討 を 試み た 。 

その 結果 を こ ゝ に 報告 し て , 諸氏 の 御 批 拝 , 御 教示 を 載 け れ ば 幸 と する 
と ころ で ある 。 


装 ia 


次 に 述べ る 装置 は 何れ る も 島津 製作 所 の も の を 用 ひ た 。 

1. 分 光 穴 眞 機 水 品 プリ ズム 分 光 写 真 機 QF-60 で 中 型 に 属す る も の で 
HS, 1900 A~8000 A の 波長 写真 を 10"x4"(254mm x102mm), 3 
は 10”x2” (254mm x 51mm) の 乾板 に 撮影 する 。 
2. RKB 

(1) 大 型 フ ォ イ スナ ー 式 火花 装置 本 装置 の 回 路 図 は 図 1 の 如く で あ 
る 。 交流 100V 電源 を 使用 し , 抵抗 に より 一 次 電圧 を 適当 に 加減 する こと 


) RARER: 分 光化学 , 前 編 1953, 後編 1944 ( 裳 開 房 ) 
) 太秦 康光 : 分 光化学 分 析 法 , 1939 (BeBe) 

) 河出 書房 : 物理 実験 学 , 第 6 巻 , 光学 1939 

) E. Léwe: Optische Messungen. Dresolen & Leipzig, Dritte auflage, 
(1939) 

5) W. R. Brode: Chemical Spectroscopy. New York, 2nd Ed., 1943 

6) R. A. Sawyer: Experimental Spectroscopy, New York, Prentice Hall, 
1944 


7) G. R. Harrisonet al; Practical Spectroscopy, New York, Prentice Hall, 
1948 


8) R. L. Mitchell: The Spectrographic Analysis of soils, plants and 
related materials, Harpenden, England, Commonwealth Bureau of Soil 
Science, 1948 

9) C. Candler: Practical Spectroscopy, London, Hilger and Watts, 1949 

10) 応用 物理 学会 編 : 分 光 分 析 1952 ($34) 

11) Harrison: Wave-length Table (Massachusetts Inst. of Technology, 1939 
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AlN 島津 火花 発生 装置 回 路 図 


和泊 £ fm KB | © ££ @ & 

N | RBAEBD Hw | T JE iE 回 

AT” M REE 8 DD, £ kM 「 輸 

- 変 FE a  C | 電 a 

M ae 動機 NE 

ee ae ee ere ley en RF 
BE Bo L o a 線 輪 

TS. | BEBO S Be oe ee ee 

MS.| 電動 機 の 開閉 天 | E | GAS MEey 

RA. | HORRBEAMA 0 


LS aes 抗 at 


が 出来 る 。 二 次 電圧 は 8000V, 10,000V, 12,500V, 15,000V ma Bei2 HAR 
出来 る 。 BEROAE (C) id 0.00334F, ee ENO ae 
0.08mH の 二 段 に ARS, RZFHKeb 容易 に 除去 する こと が 出 
る る 

(2) _ 箇 績 弧 光 装置 火花 発生 装置 と 光 用 し て 交流 断続 弧 光 又は 交流 連 
続 弧 光 を 得る 装置 で 本 装置 の 回 路 図 は 図 2 に 示し た 如く で ある 。 人 花 発 生 
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第 2 図 島津 断続 弧 光 装置 回 路 
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P, | モー ター 冊 動 電源 用 端子 | CL チョー クコ イィ イル 
Py Mm 続 回 ee Se aN, | A A a Sh Ah 
Py WA 光電 源 Vis R 
Poh A FORA | 半 rose i 
SY See eva ion a FETE AEE HI Hy 
S| Wek Rud, oH, | gee ee 
Ss 電源 ス ae Be se | 断続 弧 光 装置 出力 端子 
ia oe lotsa Miesiler Whiley Si aay) Fe 
I 断 it a | Fs MweRe az 
A 電 流 anaes m EE Fa Pee 
P Bh ake + TOI ee eS | 同 期間 了 薄 
V 電 圧 rin Lees ye SS at OSL 
Cy a 電 ar | Cy = 電 an 


Creer setae yw 


BS oe eas, SC 95: 


装置 の 二 次 側 に 発生 させ た 高圧 高周波 を 変 流 220V CBBAL, 高周波 火 
花 に よっ て 交流 弧 光 を 発生 させ る 。 断 続 比 は 断続 器 の 2 個 の ガム の 相対 的 
な 取付 角度 を 変化 さす る こと に よ つ て 和 任 意 に 調節 する こと が 出来 る 。 断続 
速度 は 毎秒 略 1/2 回 , 1 回, 2 回 , 4 回 の 4 段 に 切 変 へ る こと が 出来 , M 
光電 流 は 抵抗 器 を 使用 し て 最高 20 アン ペア まで 和 任意 に 得 ら れる 。 

(3) 直流 弧 光 用 整流 器 タン ガー 整流 器 で , 交流 100V 電源 に 接続 し 


て 直流 弧 光 を 得る も の で , 抵抗 に より 弧 光 電流 は 最高 20 アン x ア 迄 其 間 


任意 に 調節 出来 る 。 

(4) DPHLRARKRE 分 光 写 真 乾板 を 拡大 投影 し て 観察 測定 す る も る の 
で 倍率 は 略 20 倍 で ある 。 予め 各 元素 に つき その 永 存 線 , RAR, BE 
PERLE LL, 同位 率 に 引 伸 ば し た 写真 を 作 負 し て 置い て , 測 
定 に 便 な らし め て いる 。 


分 BT aes 
(1) B&H 1 価 の 集 光 レン ズ を 使用 する スリ ツ ト 結 像 法 と SHOR 
光 レ ンズ を 使用 する 中 間 結 像 法 と を 試み た 。 集 光 レ ンズ は 水上 唱 鋼 で 次 の 如 
き 性 質 の も の で ある 。 


(Cs F= 88mm $= 40mm 
OF PF =160mm @ = 17mm 
CG. F=220mm o = 17mm 


両 結 像 法 の 光学 系 を 図 3, 4 に 示し た 。 
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(2) 電 極 両極 共 補 助 電 極 と し て 図 5 に 示 
し た 如き 形 の 炭 素 棒 を 用 ひ , 直流 約 光 を 光源 と 
し た 場合 の 極性 は 下 極 を 陽極 と し た 。 和 電極 間 路 
離 は 2mm に 一 定 し , Wt, Peo PR 
部 に 発する スペ クト ル を 用 ひなた 。 光源 の 陰極 に 
近い 個 処 に 発する スペ クト ル を 部 分 的 に 選択 す 
る 陰極 層 弧 光 分 析 り の 結果 は 追 つて 発表 する 。 
(3) スリ ツ ト スリ ツ ッ ト の 開き は 略 0.005mm 


(RE RS 
(&) kee em xe | BH HH MX 
露出 時 間 | 電 流 | 結 ee EK soe | BS 流 | te 像 洗 
sec Am sec| Amp| 
1 7 15 | 4 || AVY beth 
2 30 4-] ” zea oe Cah ae ” 
3 30 6 | u 9 30 | 4 | ” 
4 30 5 | ch AA te He] 10 40 2.5 | ch AR ee 
5 40 5 ” | ti 60 |. 8 : 
6 69 5 ” RN 90 | 3 | ” 
(C) 2 ye ht ft im x 
= r < : a 2 花 Ss 5 ~ x 
放出 時 間 se nga | 電 流 | Weds forwemima) wee CR te 像 潜 
min| sec| Amp | time/sec) V V 
tot Nasal: 748 AOE Oak e200: NNO RY Y pee 
asl eA ” 20 Me TOW ee gel rae ” | 2 
15 4 ” 4 1:4 Ley, | 2 4 | ” 
16 2 4” 3 Laas | D7 u wv ” 
(D) ee) HES < SB eG 
| 雷 出 時 間 | 自己 誘導 (し )| wee © | 一 次 電圧 | 二 次 電 圧 | 結 像 & 
min . mH LF V kV 
17 3 0.8 0.0033 90 15 AVY } RE 
18 3 0.08 0.0033 4” a” u 


TE EVE Ee FEEDS ¢ Os ClLH SAB'BtAt OFBH WM AT BLEW, 交流 弧 光 
に 於 いて は 全く 安定 し て 一 定 の 電流 を 保つ こと が 出来 た 。 


IN) ARR Mankopff u. Cl Peters: Uber quantitative Spectralanalyse mit Hilfe 
der negativen Glimmschicht im Lichtbogen, Z. f. Physik 70, 444, 1931 


L. W. Strock: Spectrum analysis with the carbon arc cathode layer, 
Adam Hilger, 1936. 
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(4) HHH 発光 法 は (a) 直 流 連 続 弧 光 , (b) 交流 連続 弧 光 , (c) 交流 
断続 弧 光 , (d) 高圧 濃縮 隊 光 の 4 法 を 選び , 各 発 光 法 に つい て 夫々 条件 を 
上 記 の 如く 変 へ て 実験 を 行 つ た 。 
(5) RRR Rh CH 現像 か ら 仕 上げ まで の 写真 条件 は 次 の 如く 
TS 
ARR; 富士 A1 現像 液 ;FD-31 
現像 温度 ; 18°C 現像 時 間 3 分 
定着 WR; 酸性 硬 膜 定着 液 コ ダッ ク ド F-5 
現像 は 刷毛 を 使用 し , FV I—V CHIE FORK, 
xm F O fd # 
発光 分 光 分 析 に 依る 元素 の 定性 , 定量 的 な 検出 能力 は 主として 分 光 器 の 
性 能 と 光学 系 の 条件 , 発光 の 方 法 と 条件 , 波長 に 対す る 著 板 の 感度 等 に よ 
り 決定 され , 叉 同一 元素 で も 試料 中 の 共存 元素 の 種類 に 左右 され る が , 一 
般 に 分 光 分 析 は 検出 感度 が 非常 に 鋭 呈 で 普通 の 元素 で は 1 乃至 0:.01y の 元 
素 が 存在 すれ ば 検出 可能 で ある 。 従 つて 試料 の 調製 に は 特別 の 注意 り EM 
BLL, 試料 の 吟味 は 勿論 , 調製 中 に 他 元 素 が 混入 する が 如き 紗 念 の ある 
操作 を 行う 事 は な る べく 避け な けれ ば な ら な い 。 特に 岩石 鉱物 の 如き 試 
BCR Clit, EMO AE & MICE I ZI LORE AS RBCS 
0, 附 着 物 等 に よる 影響 が な いよ う 試 料 そ の も の の 吟味 に 細心 の 注意 を 払 
RN Ds 
本 分 析 に 用 いた 試料 は 岩手 県 和賀 郡 大 荒 沢 産 の 較 雲 花 届 関 緑 岩 で その 細 
粉 を 融 剤 を 加 へ ず そ の ま ^ ゝ 使用 し た 。 略 100g の 試料 を ハン マー で 2mm 
以下 に レー ル 上 で 粉砕 し , 四 分 法 に より 分 割 し た る の を その 億 メノウ 乳 殺 
CHR, << BRL CHARI L Ko 
AS | 種類 で あぁ る が 分 析 の 場合 炭素 電極 は 毎回 新しい る の に 取 変 へ て 
JO, FRB ML ORM ICN LAME K A TIVITA 
b の 撮影 前 に , 弧 光 の 場合 は 15 秒 , 較 光 の 場合 は 1 分間 の 予備 放電 を 行 
A Ws 


oy ihe eo Sale oe 
FAIRS 7S, 発光 条件 で 行 つ た 分 析 結 果 は 第 1 表 に 示し た 。 投 影 
器 で 目測 し た スペ クト ル 線 の 強度 の 差別 を 次 の 如く 表 は し た 。 


1) A. T. Myers and Paul R. Barnett: Contamination of rock samples 
during grinding as determined spectrographically. Amer. Jour. Scien. 
Vol. 251, No. 11, pp814~830, 1953. 
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“GM REA 


AXXXX PG72U CHW 
XXX 中 

x 辛うじて 認め 得る 
= 認め 得 な い 


XXXX 
xX 
Xt 


強い 
弱い 


aE 5a 


て 認め 得る が 確定 し 難い 


同 記 号 の る も の を 比較 する 時 は その 記号 の 右 下 に 番号 を 附 し , BEOKS 
いる の 程 数 字 の 番号 を 大 きく し て 相互 の 強弱 を 区 別 し た 。 


第 x 
| Ba Be lepirl al Gy (pl ND Sr Zn 
Fe ASM Te XXX | SRC) OOK ELS ERA 
Jy 2 | SXXXX,| XX_| X# | XXX,| XX,|XXX|X4] XXXX, | X。 

= it | | 

a 4g 3 | MXR XK KE ee PRK KI | ON oe 

| [ 
A Sd Keel | wet je Nie em en baller ee Ee 
| 
BRGY OM EK KSC IK | SS 6 IO aE iy alte Eee = 
光 間 像 | 6 | XX, XxX, = SS — |XX, — 
の ESN SS a 
ES に XX OC RC CC 

UH 1 2 2 1 1 | 1 
ES vig} OP KXXX, |K, | 4 RR, | KX, |S) xR | - 
連 (Ee | 

ie 2 10 a a eno Sap a | 

gh pre! 1Y — — |— xX, — XX, 

Fail 2) Sie ee hae Game og ens) ast 
C | ぇ 結 | 13 | xxx Oo OE yy At: 
wea) | 14] XXX, Sci yo SC Ge Bi Me nee Xs 
1 3 4 1 
ly: 15 | XXX 5.6 ead SE K+ 
f |} @)16| Xx, Se Ae MURS heat At RS = 
DAL v7 | X, の We Ge eA Se ke 
Coo aia ae Beet aee | 
FE | 7B AS XX seri SS 葬 T =— 


分 ff R OBR 


A-1 直流 連 績 弧 光 スリ ッ ト 結 像 本 法 で は 最も 多く の 微量 元素 り が 検出 
で き 第 1 表 の 如く Ba, Be, Bi, Cu, La, Mn, Sb, Sr, Zn の 9 元素 の スペ 


ZY” WEB 


め ら れ た 。 叉 他 の 発光 法 に よる も る も の より その スペ クト ル 線 の 


濃度 (FLEE) (LO SN YOKE DO? (AL RRM LBZBANT PAB 
非常 に 強く 現れ た 為 , この 帯 中 に 永 存 線 を 持つ 微量 元素 で 存在 を 確認 し 得 
な いも の が 存在 する 可能 性 が ある 。 1, 2, 3 の 条件 下 に 於 ける も の を WE 


1) 岩石 中 の 主要 金属 元素 Si, Al, Fe, Ca, Na, K, Mg 以外 の 元 
2) Si, Al, Fe, Ca, Na, K, Mg Oxz%7 トル 以外 の スペ クト ル 。 
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Plate. 4. Electron micrograph of the fraction of No. ?, 0.2u> 


Plate. 5. Electron micrograph of the fraction of No. 2, 0.5~1.0H 


% 


a 


Plate. 6. Electron micrograph of the fraction of No. 5, 02k> 


118 WE 0 KR ak 


Plate. 8. Electron micrograph of the fraction of No.9, 0.2u> 


Plate. 9. Electron micrograph of the fraction of No. 9, 0.5~1.0% 
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SIC EVBOCWS. BD EBE Y it HA Re ORK, 石英 安山岩 
OKUKKRUAN ARH, 2. 角 関 石 斑 訪 岩 及 び 石 英 容 山 岩 の 火山 灰 及 
び 3. 花 賠 関 緑 岩 の 三 種 の 組合 せよ ょ り 成 る る の で あぁ る 。 

2. X 線 粉 末 写 真 に よれ ば montmorillonite G, hydrated-halloysite 
及び kaolinite の 三種 の 粘土 鉱物 水 認め られ る 。 

3. IRA LARS 50m.e. 内 外 で 比較 的 高く , X 線 粉末 写真 の 結果 

か ら る も montmorillonite G ボ が 多 量 に 含ま れ て いる と 思わ れる fraction に 
於 て も 化学 分 析 の 結果 か ら 得 られ な た 刀 EEE EIS 2.5 ANC, 可 成 り 低 い 値 を 
示し て いる 。 ZEOK R26 montmorilloniteG と し た も の は beidellite 
な 40 

4. REAP ORRY beideliite, hydrated-halloysite 及び kaolinite 
の 存在 を 示す も の で ある 。 併 し 少量 の montmorillonite SSenTWS 
か る も 知れ な い 。 | 

5. (BPRS A CsA Lt BBD EM, ABA 
鉱物 が beidellite に , 不透明 鉄 物 が hydrated-halloysite six kaoli- 
nite CM4TSZAIOL BONS © 

6. 以上 の 実験 結果 か ら 本 土壌 断面 中 に は beidellite” ( 彦 量 の mont- 
morillonite を 伴う か る も 知れ な い ), hydrated-halloysite 及び kaolinite 


Table. 3. Relation between the clay minerals and the 
parent materials in the soil profile at Mt. Katasone. 


Soe Fraction Parent material Clay mineral 
0.2u> | Ash of pyroxene andesite, Beidelisterems hy drated- 
halloysite 
No. 2 |_______| hornblende gabbro and Aiyaratedshalloysiteeadd 
sere ash of Seale beidellite 
0.2u> Beidellite and hydrated- 
Nous . eae Hornblende gabbro and halloysite 
f 0.5~1. On ash of dacite Hydrated-halloysite and 
= beidellite 
0.2n> Beidellite and kaolinite 
No. 9 : Granodiorite 
0.561.014 Kaolinite and beidellite 
(太字 は 主 成 分 鉱物 ) 


1) 近年 所 欠 beidellite と 差 え られ て 来 た 粘 土 鉄 物 は , beidellite と illite, 或 は 
illite と montmorillonite と の mixed layer aggregate, 更に 又 illite WIM 
ERDEAT IO CHS LAG KRM EN TSMERT AS CHAI 0 
FE. B. Van Houten: Clay minerals in sedimentary rocks and derived 
soils Amer. Jour. Sci., 251, 61, 1953. 
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が 認め られ る 。 

7. 芝 等 粘 士 鉄 物 と 基 の 母 材 と の 関係 は 第 3 OW TCHS 0 fe No. 9 
に 含ま れる beidellite ALBLOBMBLEDOLBASAE CHS. 

8. 本 土壌 断面 に 於 て kaolinite が 花 庫 関 緑 岩 に , beidellite 及び hy- 
drated-halloysite が 角 関 右 間 窟 岩 , HA ZIUERU BER A OHO RK 
山 灰 に 関係 を 有する 事 は 明か で ある が, 一 般 に 所 調 火 山 灰 中 に hydrated- 
hallovsite 24: XnF <, montmorillonite KOM MAMI BA ER 
SEC RBWLRAREDS, beidellite は 角 関 石 斑 編 岩 に , hydrated- 
halloysite は 此 の 二 種 の 火山 灰 に 夫々 関係 を 有する も の と 考え られ る 。 併 
し beidellite 示 火 山 灰 か ら は 生成 され な いと 芸 う の で は な く , RECS 
だ 環境 に 置か れ ゝ ば 基 の 生成 も 可能 で あろ う 。 何 れ に し て る も 紫 の beidellite 
の 生成 に 角 関 石 麗 訪 岩 の 関与 し て いる 事 は 事実 で ある 。 

本 研究 に 関し て 内 山 修 男 教授 に は 種々 御 教示 を 賜り , RX ORF RIC CL 
AKER, 電子 頭 復 鏡 写 真 に 就 い て は 科研 日 比 思 俊 教 授 に , 示 差 熱 分 析 に 就 い て 
は 理学 部 苦 木 渡 彦 助 教授 に 御 援助 を 頂い た 。 RISER < RENO REBT SO 

BAMHLO- WILBER RBSNEL OCH SHEA LMRER 
T Bo 


新刊 紹介 Handbook of physical constats. by Birch, F., etc. AZ 


は Geological Society of America の special papers (No. 36, 初版 1942 4F) で , 
主 に 岩石 , Bi, 一 部 金属 及び 無機 化合 物 の 物理 学 的 恒 数 を 表示 し て いる 。 その 内 容 
は 1) AA, 随 石 及び 隙 鉄 の 化学 及び 鉱物 成分 , 2) RE, 1 気圧 下 の 岩 石 鉱物 の 比重 , 
3) 高温 に 於 ける 比重 (岩石 鉱物 の 和 熱 膨張 , 液 体 及 び 結 品質 物 の 高温 に 於 ける 比重 ), 4) 
高圧 下 に 於 ける 比重 (岩石 , RWRUER OR), 5) PER (岩石 , hi, 金属 及び 
ガラ ス の 弾性 率 , 温度 に よる 弾性 率 の 変化 , BAOV y 7 RIBS ZEA OWS), 6) te 
動画 体 に 於 ける 内 部 摩擦 , 7) 地震 速度 (土壌 , 水 及 び 石 油 中 の 圧縮 波 の 速度 , 地球 内 部 
に 於 ける 地震 波 の 速度 , 地殻 上 部 層 の 厚 さ と 地震 速度 ), 8) 測地 学 的 恒 数 (地球 に 関す 
る 各種 資料 ), 9) 強度 及び 可 別 性 (岩石 の 破砕 強度 と その 試験 装置 等 ), 10) 粘性 CAG, 
鉄 物 の 粘性 , 粘 隆 に 関す る 圧力 の 影響 ), 11) 鉱物 及び 無機 化合 物 の 類 融 温度 と 転移 温度 , 
12) — KBR SRSA SCL PET BE CBE SEF OME, 13) 2 成分 系 に 関す る 
FEF ORE, 14) 水 に 於 ける 温度 一 圧力 一 容積 一 相 間 の 関係 , 15) 高温 に 於 ける 無機 塩 
類 の 水深 液 (飽和 溶液 の 成分 と 蒸気 圧 と の 関係 , 球 酸 塩 一 水系 の 北 固 曲線 , 高 当 高 圧下 
HAW SBR OVE), 16) 岩石 , 鉱物 及び 瓦 着 の 熱容量 と 融解 及び 転移 熱 , 17) 
熱 伝 導 度 と 拡散 率 (岩石 , 粉末 鉱物 , 結晶 , BR, 土壌 , BRUISE OBR), 18) 
BARE (岩石 中 の 放射 能 と 熱発 生 , BESTE MOUME (tL, 鉛 の 同位 元素 比 に よる 時 代 
の 決定 , 磁 鉄 鉱 々 床 の へ リウ ツウ ム 年 代 比 ), 19) 地殻 の 温度 (米国 , 南 阿 , 英国 に 於 ける 地 
UMBE, 温度 勾配 , 燈 岩 の 最高 温度 ), 20) 岩石 の 磁性 , 21) 岩 石 及び 鉱物 の 電気 的 性 質 
(岩石 , 鉱物 , 土壌 , 金属 硫化 物 , Heb, 自然 水 及 び 塩水 の 比 鬼 抗 , 岩石 , 鉄 物 , ロッ 
シエル 塩 の 交 電 恒 数 ) 等 地球 物理 学 的 便数 が 大 部 分 を 占め , 鉄 物 及び 岩石 攻 究 者 の 参 才 
に な る 。 (本 文 319 HB, New York, Geol. Soci. Amer., 1950 年 再版 , 850 FY). 【 曹 木 〕 
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7618, SPORE & WH BA VIC 
軸 角 と 極 軸 角 を 面 角 か ら 人 算出 する 方 法 
Tunell, G. 
= Bisa O MBNA Po’, do’ reo” は 次 式 
か ら 求 め ら れる 。 
Po /To =1 sin (001 AhOI) /h sin 
(100 AhOI), 
qo’ /T 9’ =1 sin (001 AOk1) /k sin 
(010 AOk1), 
Po /do =k sin (010 AhkO) /h sin 
(100 \kk0). 
gag A, MRE v は 夫々 010 人 001, 
100 人 001 及び 100 人 010 に 等 し い 。 S= 
(AP Pe) /2 ESE, BHA & ix 


/ sin (s-/4) sin (s-v) 
sink sinv 


am 
CNOA 


に よ ょ つて 求め られ, BR 及び > る も 同様 
で あぁ る 。 HHH a, b,c は 

a/b=qdoy’ sinA/p,’ sink 

c/b=q) sinv /r)’ sink 
か ら 求 め ら れる 。 (Am. Min., 39, 51~ 
62, 1954) (KBD 
7619, HREBRUP IL 5 BEBE LOD 
面体 中 の Al の 分 布 Loewenstein, W. 

斑 酸 塩 及 び ア ルミ 酸 塩 結晶 中 の 四面 体 
の 中 心 に ある Al は 任意 に 分布 し て いる 
の で は な く , Pauling OM EEF Ar 
説 の 法則 で る も 理解 され な い BS RHE & 5K 
け て いる 。 二 個 の 四面 体 ホ ー つ の 酸素 イ 
ォ オン を 共有 し て 結合 する 時 に は 常に , 一 
個 の 四面 体 の 中 心 が Al で 占め られ , 他 
の 中 忌 は Si で 占め られ る 。 同様 に , = 
個 の A1l イオ ン が 同じ 酸素 イオ ン に BK 
する 時 に は 常に それ ら の 中 の 少く と も 
一 個 は 4 DEO MRE 酸素 イオ ン に 対 
し て 有する 。 この た め に , 四面 体 の 三次 


$k 


元 網状 体 や 層状 体 中 で , Si の 最大 50%, 
が Al CHRANA 様 に な り , RRA 
の 単位 格子 は 草 長 石 格子 の 倍 の 大 さと な 
So (Am, Min., 39, 92~96, 1954) 
(KF 
7620, トー ル 石 及び ジル コン の 水酸基 
igi Vrondel, C. 
b= G (Th Si0,) © Y Vay (Zr 
S104) は , 一 般 に 水 を 含有 し U, Rite 
GUE. DBRS 存在 する 。 例え ば ト 
ー ル 石 の 変種 に トロ グ ム 石 , nicolayite, 
hydro-thorite, mackintoshite 等 が あ 
る 。 こ れ ら に つい て X 線 的 , 化学 的 , BH 
的 性 質 の 検討 を 加え た 。 トロ グ ム 石 は 下 . 
ー ル 石 と 同一 の 結 品 構造 を も ち , その 格 
子 恒 数 も 類似 し て いる 。 これ ら は 土 状 或 
い は 粉 状 で 多く は 三次 的 の 産物 で あり , 
H,O 2RGELCTERALTWHS, bU 
グ ム 石 の 化学 成分 を 検討 し た と ころ その 
化学 成分 は ThSiO。』 の (SiO,) を 連続 的 
に (OH) で 罰 換 し た も の に 相当 し , Th 
(SiO』) ュ ーx(O 〇 HH)4x の 化学 式 で あら わす こ 
と が 出来 る 。 同様 に ジル コン の (OH) & 
換 体 と し て cyrtolite が 考え られ る 。 
(Am. Min., 38, 1005~1018, 1953) 
(RAID 
7621, APARVER BOVIS 
Larsen, E. S., Waring, C.L., Berman, 
je 
47 FRI, Wichita の マグ マタ イィ イ 
ト か ら , 結 唱 質 な 部 分 と メタ ミグ ドド な 部 
分 が 累 帯 構造 を し た ジル コン の 30mm 
程度 の 結 品 が 得 ち られ た 。 結 品質 の 部 分 '(@ 
=1.918, €=1.971) 98% か ら な る 試料 , 
内 部 の メタ ミク ト の 部 分 (n=1.82) 90% 
か ら な る 試料 及び 結晶 外部 の メタ ミク グ クト 
の 部 分 (一 部 分 w=1.86, €=1.87 で 一 軸 


性 正 ) の 三 者 に つき 化学 分 析 を 行い " 又 主 


$22 2 RS 


に メタ ミク ト な も の か ら な る GREE AB 
SARL, 結晶 質 な 非 磁性 の 試料 の 微量 
成分 を 比較 し た 。 前 述 の 三 部 分 に つい て , 
約 1000°C に 加熱 し , X 線 的 に 調べ た 。 
きき の ジル コン は グミ HEOBRK SE 
り 出 来 た も の で ある 。 MARY VAY OF 
Ant, @- 粒子 と 鉛 の 比 か ら 635x108 年 
U と Th の 方 法 か ら は 641x106 年 で あ 
2。 (Am. Min., 38, 1118~1125, 1953) 
[横山 〕 
7622, YFA=1L—LRMOMA AUD, 
合成 uranospinite Mrose, M. E. 

A (UO,), (ASO,),-8H,O (BL A= 
Ca, Hy, Nag, (NH4)2) の 組成 を も つ 化 合 
物 , 即ち uranospinite を 合成 し た 。 F 
: 成 Ca-, H,-uranospinite 繕 晶 は レモ ン 
黄色 で (001) の 発達 し た うす い 板 状 で 
010) (110) から 成 り . 001) (CEE BAAS & 
Bo 70 FA BE Vd P4/nmno 
spinite の 単位 格子 恒 数 は do=7.19 A, 
co=8.81, 比重 3.65。 光 学 的 性 質 は = 
RO OO R20 OM 
I>v Coaht: ACH A H,-uranospi- 
nite yk dj=7.16, co=8.80, Hee 3.95, 
一 軸 性 貨 で w=1.612, €=1.584, Na,- 
uranospinite (i @)=7.12, co=8.70, 比 
重 3.80, — ditt 4-C'w= 1.617, €=1.586 
(NH,).-uranospinite (i @)=7.21, op= 
8.85, [bet 3.60, 一 軸 性 負 で o=1.611, 
-€=1.601. で ある 。 (Am. Min., 38, 1159 
~1168, 1953) CAEL 
7623, Churchite の 再 検討 Claring- 
Di CN OV 

Churchite は 1865 年 Cornwall か ら 
MeL, MAO APMC Aoi bn 
72RD CH 0, 従来 Ce TRO RR 
と し て 取扱 われ て いた 。 IOP 
て , 化学 的 X 線 的 に 再 吟 味 を 行 つ た と こ 
A, 移 土 の 種類 は 'Ce 族 で は な く , YR 
元素 (大 部 分 Y) CHK Y OBB 


Ca-urano- 


酸 老 と し て は , 1922 年 に 記載 され た Ba- 
varia 産 の weinschenkite YPO,-2H,O 
が ある 。 この 両者 の X 線 粉末 写真 を 比較 
する と , 全く 同一 の も の で ある 。 Wein- 
schenkite な る 名 称 は 角 関 石 の 一 種 に も 
附 を られ て いる か ら , CL4ZHR CAL 
構造 を も つ YPO,-2H,0 ORMAtL 
Clk, 従来 の churchite を 用 いた 方 が よ 
Wo (Min. Mag., 30, 211~217, 1953) 
【 長 谷川 〕 
7624, 新 鐘 物 hidalgoite. Smith, R. 
EE. Simons, RS VSId SARCS 
メキ シコ の Hidalgo, San Pascual 
SUD SEAS NAAR, 化学 分 析 
の 結果 PbAls (AsQ,) (SQ,) (OH), の 
化学 式 が 与え られ , 単位 格子 恒 数 は , A 
方 格子 を と る と d@o=7:04A, cs=16:99 
で あり 前 BMARF Cle a)=6.97, = 
60°40’ と な り , bendantite 族 に 属し , 
bendantite の Al (S#4(KCGHA. 結晶 
は 極め て 微細 で , 白色 多孔 質 の 集 塊 を な 
Fo 谷 複 屈 析 は 非常 に 小さ く , 平均 屈 析 
率 は 1.713, 比重 は 3.96 (実測 ), 4.27 3+ 
) CHA. (Am. Min., 38, 1219~ 
1224, 1953) CRELLD 
7625, REOKRERRA OSRDH 
Sit OMS Bradley, O. 

6 個 の 深成岩 及び 火山 岩 の 和 倖 長 石 を , 
同一 結晶 に つい て , ERSTE DUIS 
液 法 で 測定 し , 一 応 低温 型 と し て Rein- 
hard の ステ レオ 図 及 び Chudoba と 
Chayes の 屈折 率 図 か ら 成 分 を 求め た と 
ころ , いずれ る も 鏡台 に よる 方 が An Aas 
多 ぐ な り , RAMEE Cs 13% も 多く , 叉 
この 例 で は 接合 面 極 に よる と アル バイ ト 
DUO CEE 5 HOU THI BY の ち が 
い を 生じ る が , 図 上 で えた 双 唱 面 極 に ょ 
る と 丁度 平均 値 が えら れ な 。 

以上 の 結果 BB, AT3I74b, 7 
ー ラ イト 等 の HR Als RMS RL, 


= 


A t/a cll 


SN 


抄 


= 
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松脂 岩 , ERGOT MOM CAE 
型 と 認め ちら れ た 。 (1) ステ レオ 図 の 低温 
型 の 曲線 より 著しく か た よる 。, (2) 屈折 
率 に よる 成分 と の 差 が 比較 的 大 きい 。 (3) 
Kohler 角 図 上 に 屈折 率 か ら の 成分 を 横 
座標 な と つて |] plot する と 高温 型 に 一 致 
する 。 

人 稚 高 温 低 温 両 型 の 差異 は order-disor- 
der で 説明 され る 可能 性 が ある 。 (Min. 
Mag., 30, 227~245, 1953) (32-955) 
7626, @x% Al-, Fe’’-, Ti- 8G 
segnit, E. R. 

CaSiO,-MgSiO, 系 に 於 いて , FAR 
に 固 落 体 と し て 含ま れる Al,O3, FesO;, 
TiO, の 量 を 実験 了 的 に 定め , 夫々 の 光学 的 
性 質 の 変化 を し ちら べた 。 先ず CaSiO3- 
MgSiO,-Al,O, 系 に 於 いて , AL。O。 KK 
石 中 に 固溶体 と し て 含ま れ 得 る 区 域 を 決 
定 し た 。Al。0。 は 透 煙 石 中 に 約 13% ま 
で 含ま れ 得 る が , 屈折 率 そ の 他 の 光学 打 性 
質 に は 殆 ん ど 変 化 を 及ぼ ぽ さ な い 。 Fez0』 
WEG Hic 10%; TiO。 は 6% CH 
ENS Fe,O; 1% 増す 毎 に y の 値 は 
0:003 BL, «と は それ より や 上 _ 大 きい 変 
化 を 示し , 薄 片 の 色 は 摘 福 色 に な る 。 叉 
TiO, 1% 増す 毎 に 屈折 率 は 0.004 づつ 
#44, ALO』, Fe,O,, TiO, KBUKR 
DYRBIZOWTC, 化学 成分 を 吟味 し , 
CaSiO, — (Mg, Fe, Mn) SiO; — (Fe, 
Al),0O, + TiO。 の 三成 分 系 と し て あら わ 
$i, 上 記 の 実験 的 に 求め た 固 深 体 領域 
中 に 含ま れ て いる 。 (Min.Mag., 30, 218 
~226, 1953) (RAID 
7627, Tinzenite と Mn- #—REOD— 


§ Milton, C., Hildebrand, F. A., 


Sherwood, A. M. 

1923 年 スイ ス の Tinzens か ら 産 し た 
黄色 の 針 状 鉄 物 を , Jakob は 新 鉱 物 
tinzenite "と し て 記載 し , "その 化学 式 を 

©CzO-Mn,O,-Al,0,-4SiO, で あたえ た 


BS, 今回 の 研究 に より , この SR 
は Mn- 券 石 に 同定 され た 。 これ は 化学 
分 析 に 於 いて 5% 以上 に も 及ぶ BO; の 
存在 を 無視 し た た めで ある 。 FRAG tin- 
zenite と Franklin その 他 か ら 産 し た 
Mn- Ald, 全く 同一 の X 線 廻 折 像 を 
BIZA, 新 さ 化学 分 本 を 行っ つ だ と ころ 
5.65% の 有 B。0。 の 存在 が 確 め られ た 。 
nM OS で EE ce 
MmOre we e219 ER CaO 
は 少く 12.51% CHS Bld, MHHOF 
ACHES bhi TC Mn に 富み , Ca の 少 い 


も の で ある 。 (Am. Min., 38, 1148~ 
1158, 1953) LEAN 


7628, 地質 年 代 決 定 の た め の euxenite 
の 化 皇 分 析 Young, R.W., Muench, 
@ Es 

New Mexico Willor Creek 産 の 
euxenite に つい て Pb, U, Th 及び 他 の 
数 種 の 成分 の 分 析 法 を 検討 し た 。 分 析 法 
の 大 綱 は Lawrence Smith 法 に よる 。 
即ち 試料 1~4g を HF と HNO, で 分 解 
する と , Pb, Ca, Mg, Th, fib 
性 部 分 (A) に 集 り , U, Ti, Nb, Ta, Fe 
等 は 落 解 性 部 分 (B) に 集 る 。 (A) 及び 
(B) か ら 回 収 し た PbS は H,SO, で 処理 
L, PbSO, ELT Pb EHTS. (A) 
か ら Pb Rok WR RIO Chit, Th 
を 水 酸 化物 と し て 沈 淫 さ せ , 更に 硝酸 塩 
tL HO, kN ThO, HET SO 
(B) は 硫酸 塩 と し , SO. 等 で Ti Nb, Ta 
を 除き Fic Pb, Be, Fe を 除い た 後 , U 
を 水 酸 化物 と し て 沈 滋 させ 定量 する 。 以 
LOH, Pb, U, Th & 2~3 回 別々 
に 測定 し た と ころ , 0,77540,017% Pb, 
4,010+0,050% U, 3,040 + 0,03% Th 
の 値 を 得 た 。 これ か ら 年 数 を 計算 する と 
103 億 年 と な る が この 方 法 で は Pb の 
同位 元素 の 定量 が な され て いな いか ら , 
実際 より 高い 値 を 示し て いる で あろ 3 う 。 
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(Am. Jour. Sci. 251, 784~788, 1953) 
【 長 谷川 


へ 


BEBRU AUB 


7629, HEBORR—FZ SRR 
Emmons, E. C. Mann, V. 
“SEED, 三 の 岩 石 学 的 関係 & 
し て ,Memoir と し て 出版 され た 内 の 第 四 
瘍 で ある 。 BRUNA Mid t Riv 
造 と の 関係 を 調べ , その 間 に 接 な 関係 の あ 
る こと 指摘 し て いる 。 先 づ 要点 を 挙げ る 
と , 1) 倖 長石 の 昧 帯 は 結晶 が 成長 し た 条 
件 を 反映 し て いる 。2) RH Maals er? O 
生成 後に それ に 代 つ て 生じ た 。3) 双 上 品 の 
lamellae の 各部 分 は , BHO ATRL, 
従 つ て 又 結 晶 の 生長 し た 条件 を 反映 し て 
いる 。 4) 4N CHRO Rip bE Mite 
WER BHO 成因 を 確 め る 手がかり と な 
Bo RH Min OW RAS Bir © 消失 と 関係 
し て いる と 言う の で ある が , これ は 双 曲 
自身 が 昧 辛 を 消す と いう の で は な く , そ 
れ を 助長 する と 言う 事 で ある 。 この 様 な 
関係 を 示す も の と し て は , 第 一 に 接し た 
双 斉 の 聞 の 成分 の 差 が 挙げ られ る 。 これ 
は 5% 以下 が 普通 で ある が , その 様 な 差 
は 以前 の 成分 の 差 (Fir OBKO) が 反映 し 
て いる も の で あぁ ろう と 述べ て いる (アル 
4 pA CaS  , Mar & RE SMa, 
特に 001 ORGHO SOKANUTKESE 
W)o FA, MHOMUOS OCS, BF 
丈 絹 雲母 化し て いる も の は , 成分 の 差 が 
あつ た 事 を 示す と 述べ て いる 。 lamellae 
の 広 さ , 均一 性 , 連続 降 に は 種々 の 程度 
が あり, PRADO MS & RM SMI 
ぁ る 様 で ある 。 然し この 原因 と し て は 和 形 
ROBEDATERS AE A WL 成分 へ の 対応 性 
も , それ を 生ずる 岩石 の 流動 性 の 大 小 と 
し て B4A5NSZ 加里 長石 が 交代 され 
て , 和 倖 長 石 が 生ずる 場合 で ある が , 前 の 
加里 長石 が 徴 斜 長石 で ある と , SNOT 


ル バ イ ト 双 上 品 が うけ つが れ , 非常 に 細い 
lamellae を 作 つ て いる 。 HOt 著者 は 
normal zoning と oscillatory zoning 
VOBRVY CRASH KY DO 証拠 で ある と 
述べ て いる 。 LM O27 MARL Rite OB 
係 は 岩石 の 成因 の 研究 , 特に 花 賠 岩 類 の 
RR (それ 等 が 固体 か ら か , 液体 か ら か ) 
を 調べ る 有用 な 手がかり を 与え る も の と 
Lt, 種々 論じ , AROMAT 
DUN, 無双 唱 が 交代 隆 の も の で ある と 
いう 点 を 特に 注目 し て いる 。 (Geol. Soc. 
Am. Mem. 52, 41~54, 1953) (8343 
7630, perthite O2ASHBR 
Gates, R. M. 

fi OFF (El (Eh aH) MO perthite 
OPE FOP & EIU, ZORA 
味 が ぶな され て いる 。 芝 等 岩石 の 品 出 の 末 
期 に unmixing に 依り , ソー ダ 質 な 長石 
成分 が 遊離 され , それ が 移動 し た 状態 を 色 
々 挙げ て いる 。 資料 と し て 中 央 及び 北東 
Wisconsin の 火成岩 (perthite 質 花 賠 岩 
及び 関 長 岩 ) RUA bn, XA 
地方 の 北西 部 に 分 布 す る “Rapakivi” 花 
賠 岩 に 就 い て も な され た 。 観察 され た 主 
な る 点 は , (1) unmix され た ソー タダ 質物 
質 の 構造 に 依る 影響 ( 主 に perthite 等 に 
ALS 72S BEVEL T)o (2) perthite 質 
NRA OB OR ENO Ad. (3) 最後 の 
産物 が 初め の 結晶 を 僅か に 含む 程度 迄 の 
RRA DZ (4) MARE LARA 
生ずる アノ ー ソ ツク レー ス の 破壊 で ある 。 
この 様 な 変化 の 原因 と し て は unmixing 
及び 交代 を 挙げ て いる 。 以上 の 様 な per- 
thite 又は アノ ー ツ クレ ー ス の 構造 の 注 
意 深い 観察 は perthite, ARE, 77 — 
ソック レー ス 等 の 生成 の 順序 RU RAO I 
跡 を 可能 た にし, それ 等 を 含む 岩石 の 生成 
央 を 解明 する 手がかり と な り 得 る と 述べ 
て いる 。 (Geol. Soc. Am. Mem. 52, 55 


~69, 1953) [島津 〕 


| 446, 1952) 


eae = r 


> 
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7631, Donegal #| Thorr 地方 ミグ ゲ マ 


Ab ES EMD Pitcher, W.S. 


アァ イル ラン ド 北 西 Donegal ji Thorr 
町 附近 に は , S42 < dh U7: Dalradian 
の 地層 中 に Donegal 花 賠 岩 が 位置 を 占 
DCS 此 の 変質 沈 積 岩 類 は HEE, 
半 粘 土質 の 片岩 類 , HAR, ARE 
a, ERtGs, 多量 の 塩基 性 岩 床 (BE 
RRS) BRAL TH So PSEA adic 
FEV MEE OZE REAR Te, TERRES 
ie (石英 関 緑 岩 乃 至 石 英 モ ン ゾ = 岩 を 
含む ) の た め に 強く 変成 し , 粘土 質 岩 は 
ERA CHEHOT SNS. この 古 期 花 賠 
関 緑 岩 中 に は , BRR HO KARR 
存 体 が 多く 存在 し , 此 等 分 離 塊 聞 に は 構 
ta 上 層 位 学 上 の 整合 関係 が 保存 せら れ 
Bo 一 方 化学 成分 上 花 答 関 緑 岩 の 接 触 部 
は 粘土 質 岩 の 混 生 を 示し て お り , REA 
を 示す 明瞭 な 接触 部 , 流動 性 の 証拠 が あ 
る が , 前 述 の 事実 は piecemeal stoping 
や 周辺 部 同化 作用 で は 説明 困難 で , ZEB 
Aire tad 花 賠 岩 作 用 に より 生じ た も の 
で , POANIHEES bOnRLBAT 
る 。 

古 期 花 賠 図 緑 岩 中 に は アプ ライ ィ イト, NS 
グマ タイ ト を 伴う ARLE ROS RA IRE 
MAAT 4S. RICH OD 72> BARB 
Of HAE AA (Sodi-potassic granite) 
が Donegal /EmeuOKMD O42 
た 。 Thorr 地域 の 南東 部 に は 広い 圧 砕 帯 
が あぁ る 。 此 等 は 種々 の 程度 の 破 確 を 受け 
て いる 。 此 れ は 新 期 花 悦 岩 の 紀 入 に 伴う 
proto-clastic deformation で ある か る も 
し れ な い 。 花 賠 岩 生成 の 終り に 完全 な 節理 
構造 が 発達 し , NNW Fyre ce x 
断層 と な り , 第 三 紀 岩 脈 の 通路 と な つた 。 
新 期 岩 類 は VR CAMINO (hie (bE 
用 の 更に 進展 し て 流動 性 と な つた も の と 
0 (Q. J. G. S., 108, 413~ 
(FB) 


7632, # Dakota, Black Hills €@ 
パー サイ トペ グマ タイ ト 中 に 恭 ける 微量 
TROAMIOHIYT Higazy, R, A. 

Black Hills 産 パ ーー サイ え ト ペグ マタ イイ 
ト の 組織 並び に 頭 徴 鏡 的 研究 と 野外 観 
察 か ら , 本 岩 が 岩 柴 に 由来 され た も の で 
は な く , その 母 岩 で ある 片岩 類 の 変 代 作 
用 に よ つ て 生成 れ た も の で あぁ る と の 著者 
の 考え (1949) が , 之 等 岩石 中 の 微量 元素 
の 半 定 量 的 分 光 分 析 結 果 か ら る も 支持 
され る も の で ある と 述べ て いる 。 本 地域 
の ペパー サイ トペ グマ タイ ト 中 に 含ま れる 
元素 は Rb, Ba, Sr (LL E 4 s) ; Li, Pb, 
Ga, Tl (4+); Mn, V, ‘Cu, Be; Ge; Zr 
(#4); Cr, Co, Ni, Se, Sn, Ag, Mo, La, 
Y, In ( 極 く 微量 ) で 之 等 微量 成分 の 各 元 
素 に 就 い て 他 の 地区 の も の と 比較 検討 し 
て いる 。 結論 に は (1) 桃色 及び 赤色 の パー 
サイ ト は 比較 的 Rb が 少く , Ba に 富む 
が , 灰色 の も の は 之 と 逆 の 関係 に ある 。 
(2) 微 量 元 素 の 含有 量 は 個々 の パー サイ ト 
に 就 い て 変化 が ある 。(3) Black Hills の 
花 賠 岩 と パー サイ ト は 共に Cr>Ni 之 Co 
で , ac ART SAPO Co>Ni> 
Cr, 或 は Ni>Co>Cr の 関係 と 矛盾 し , 本 
地域 の も の は BAER ILBOKIND % Orcs 
因 す る も の で は な く ,」 交代 作用 に よる る も 
DC, 交代 岩 類 は 片岩 類 か ら 導 か れ た も の 
で ある 。 石英 一 自 雲 母 一 黒雲 母 刻 岩 か パ 
ー サ イト 質 片 岩 に 与え た 交代 作用 に 於 け 
る 物質 の 変換 は 附 加 ; Rb, Ba, Sr, Pb, 
Ga, Bay ZR CH Co; Ni, Cus 
Mo. Y. GH ZB_ (Am. Min., 38, 172~ 
190, 1953) [植田 】 
7633, Ballachilich 花 褒 関 線 岩 の 局 
部 交 加 里 鎌 化 Muir, I. D. 

Kentallen 停車 場 附 近 に 於 いて Ball- 
achulish 7EfmPdits rc Appin 石灰 岩 
PHOMMAR DHS. (a) 搬 獲 岩 に 直接 
する 部 分 は (b) AEP AR tr (I 1—2 
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it) C, その 外側 に (c) カリ 内 長 岩 帯 (He 
Sit), (d) PRA PRAHA 9, 花 賠 際 
緑 岩 に 移 化す る 。 (a) 内 部 に 灰 杖 一 灰 鉄 
Mina, aw, Sema, AR 
BRS. (b) MEMLLLARAY 
ィ ク グロ パー サイ ト , HRA (C) KERA 
OMev i 7arx—-Ye HBT. MBE 
右 量 増大 し , Wa, BAS. (d) BEB 
物 (ia, ARI, RR) RARAS fi 
里 長 石 が 包含 する 。 此 等 各 帯 の 化学 分 析 
を 行い , 白雲 岩 質 右 灰 岩 か ら 交 代 捕 獲 岩 
へ 容積 変人 が な いも の と ' し て の 物質 出入 , 
及 各 岩石 帯 の 鉱物 の 生成 に 就 い て 論じ て 
いる 。 FHS Is eet 5 SiO。, ALO。, 
FeO, Na,O, K,0 R420 Ti, Mn を 
得 , IRAN Ca, CO, KOK, 捕獲 
岩 の 周 囲 は その Ca & BAF ABO Si, Al, 
Na tP5EKRRABE OC Oh そ 
DRERANGL Pes SEtX 局部 的 に 加里 に 富 
ん で 加里 図 長 岩 を つく つた 。 変化 し た 岩 
苗 の 成分 は 前 者 の 時 期 に は Tuttle o# 
う two felspar field に , 後 考 は one 
felapar field に 入る と 考え られ る 。 
(Jour. Geol., 107—124, 1952 参照 )。 
fa Skye, Carlingford の 同様 岩石 と 比 
較 し て いる 。 (Geol. Mag., 60, 182~ 
192% 1953) ‘Gas 
7634, EBABY E FYE Assynt th 
FOP WAI BABO BA SHS 
Am Sabine, P. A. 

北西 Highland の Assynt 地方 に は 
post-Cambrian 時 代 の 岩 床 , 岩 脈 が あ 
Do 主要 岩 型 は Grorudite, Canisp 龍 
a (ERE, VY ARG, PY vy QE 
Atta), PME, 7 FV 7 ES, 
Vogesite, ledmorite, BAPE EACH 
る 。 此 等 は Lewisian 片 麻 岩 , Torridon 
Wa, DYT リマ 紀 層 中 に 産 す る 。 フル 
ド マ ル グ 岩 , 角 斑 岩 , ケル サン トド 岩 は 
Moine 結 品 片岩 中 に 現 出 する 。 此 等 紹 入 


は カレ ドニ = ニ マ 運動 の 逆 断 層 に 影響 せら れ 
Zo 圭 要 送 断層 は 西側 の Sole, 東側 に 
Moine の 断層 が あり , その 問 に Glen- 
coul, Ben More, 断層 等 示 が ある 。 Groru- 
dite の 稽 造 的 分 布 は Glencoul 及 Ben 
More 送 断層 が ボー つの 構造 単位 に 属す る 
CRS 
(Assynt 逆 断 層 と ょ ぶ !。 Canisp Hao 
分 布 は Sole 逆 断 層 に 重要 な 関係 が ある 。 
Moine 片 過 中 の 岩 床 は 変質 し , カレ ド = 
ャ 逆 断 層 運 動 が 長期 に 互 り その 間 に 貧 人 
し た も の で , Moine 変成 作用 の 少く も 一 
部 は post Cambrian CH4_q K/)OR 
人 和 人体 は injection に よる 。 BRAM EIS 2 
あり , 1 は 塊 を な し ledmorite 岩 脈 を つ 
くり , 一 方 更に 酸 隆 部 分 は 異 る 物理 学 的 
条件 下 に 小 分 化 物 (Vogesite-Grorudite 
系 列 ) を つく つた 。 Vogesite PO AKE 
EG, ET VD) BMC Bled 
石灰 岩 の 同 化 作 用 は 多分 関係 し な か つた 
と 思 は れる 。 各 岩 型 の 岩石 学 的 記載 及 化 
学 成分 が 挙げ て ある 。 (Q.J.G.S., 111, 
137~171, 1953) (F#2) 


OO 


7635, Rime, Pininga 地方 に 於 ける 
明 仙 石 鐘 床 の 起源 King, D. 
当地 方 の 地質 は 前 カン プリマ 紀 の 花 賠 
岩 及 び 片 麻 岩 と , これ が 陥没 じ て 出 来 た 
塩水 潟 性 の 第 三 紀 (Har HE Th Bae) HE 
five ( 亜 談 , Abt, WM, DAVY SHE, 
TY), BRS RUGES) bron 
0, WABRASKAR IS LILO wt) vy ARE 
に 伴 な い , 特に ラテ ライ ト 化 作用 を 蒙っ つ 
て いる 部 分 に よく 発達 する 。 著者 は 主 に 
{GA TAY TT CAGLIARI LAER 
AOERD CHS KO, Al,Oz, SO; 
の 根源 及び その 生成 機構 に つい て MOR 
な 結論 を 得 て い る 。 1) K。0 及び Al,O, 


7, 


ip 


oR 


oe 
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ie 及び 片 麻 岩 中 の 長石 の 分 解 に よ 
つて 生じ た カオ リン 損 粘 皇 よ り 供 給 さ れ , 
2) 一 方 SO。 は 亜 談 中 に 存在 する 黄 鉄 鉱 
及び 遊離 硫黄 , 基 旗 岩 に 微量 含ま れる 黄 
鉄 鉄 等 の 分 解 に よ つ て 生じ る 硫酸 に 仰ぐ 
こと が 出来 る 。 3) 中 新 世 中 部 層 中 に 於 
ける BEBO 存在 は 当時 の HERR BIC 
SO 分 が 豊和 営 で あつ た ご と を 物語 つて い 
Bo 4) ROA RL LC, 長石 の 分 
解 に よ つ て 生じ た カオ リン が 先 づ 硫酸 々 
性 の 地下 水 に お か され て 如 時 を 深 出 し , 
次 に これ が 石灰 岩 等 アル カリ 質 の 作用 で , 
その PH の 談 化 を 起 し , 明和 伴 石 と し て 品 
出す る 一 過程 が 考え られ る 。5) カオ リン 
は 長石 が 明代 石 化す る 中 間 生 成 物 と 見 る 
こと が 出来 , 一 方 ラテ ライ ト と 明 鐘 石 と の 
共存 は あぁ る 地 化 学 的 条件 を 表わす も の と 
考え て ょ い 。 86) 本 銘 床 の 生成 時 期 は 褒 洲 
で 広く ラテ ライ ト 化 作用 の 行なわ れ た 鮮 
新 世 晩期 と 推定 され る 。 RBELOMBAA 
WEEE CHS, 交 線 及 び 電 子 顕微 
鏡 的 方 法 で これ を 決定 し て 居り , こ れ に 関 
する 記載 が な され て いる 。 (Econ. Geol., 
48, 689~703, 1953) (HA) 
7636, Newfoundland wf Island 
BRRBSABICKITS 7 O—AGEY 


ROR Smith, H. C. 


本 地域 は オル ド ビ シ ア 紀 と 考え られ て 
いる 超 塩 基 性 岩 帯 と , その 上 部 に 横たわる 
斑 牝 質 岩 か らち ら なり , その うち 前 者 は 厚 さ 
約 2.5~4.0 BOY y thie 及び A 
BO MIT UT BEKO HER SN CO So 
鉱床 は 上 記 の 両 岩 が 接する 超 塩 基 性 岩 帯 
の 上 部 に 限ら れ , クロ ー ム 鉄 鉄 は 母 岩 
整合 的 に 帯状 或 は レン ズ Ree LB Me 
し て いる 。 その 産 状 は 苦 土 概 村 石 及び 頑 
火 大 等 の 造 岩 鉱物 と 何等 異な ら ず , 一 方 
副 成 分 と し て 産 す る 含 ク ロー ム 人 失 品 石 は 
BRBOMPEMES, それ 自身 は 頑 火 石 
DORA EN CWS. 著者 は 本 鉱床 が 


LOR Mita & DO 接触 部 附近 に 産 す 
る 点 に 着目 し , 岩 此 中 の 化学 成分 , 特に 
Al, Mg 等 の 量 が 適当 で ある 時 に RA 
fe CIL7 A — DGRGK MAU HX, 本 鉄 床 
下部 層 の 様 に クロ ー ム 鉄鉱 の 少な い の は 
RAO S Al の 量 が 欠如 し 
て いる た め だ と 云 い , 更に 灰 長 石 一 苦 士 
BE AERRO ZARDARI RWI ZR 
右 の 挙動 に つい て 論 及 し て いる 。 (Econ. 
Geol., 48, 408~415, 1953) (Fk) 
7637, Egypt, Abu Ghalqa の チタ 
ン 鐵 笠 々 床 Amin, M. S. 

EFS SRE UC BEE SR obo 
FRC, BEMB OBA PICIRIRT Z. BE 
i a PEAS Se A 7b ma CAA & 
け , BER BIET (ICON SOREL 
Aire 8b 22S0 この 接触 部 に 近い 部 分 
DMG ALAA 著しく ARR Ben 
So MEM BRAGIARBH CHD, これ 
等 の BNL 多数 の 酸性 岩 脈 に Ban 
Bo 鉄 床 は 変成 岩 と の 接触 面 に 平行 に 貫 っ 
TRUCE at CAL, 同 岩 は 交 石 か ら 
EoKANA, Wika, 及び チタ ン 鉄 
鉄 よ りな る の が 普通 で ある 。 FFI VRE 
は 層状 の も の と レンズ 状 の も の と あり , 
前 者 は 長 さ , 幅 共 に 数 米 で あり , 後者 は 
長 さ 2 米 程 度 で 存在 する 。 FY VY REO 
塊状 の 部 分 は 鉄 染 状 の 部 分 を 経て 母 岩 で 
DOSFIT VERA T Zo 塊状 鉄 
FDEBBIL WRAD hike Cet SIE 5 
mm 以上 の チタ ン 鉄 鉄 よ りな り , GALE 
は チタ ン PRR CA ASHE TS o HH 
に 旨 灰 長石 を 含み , HARA, Ha, F 
タン 鉄 鉄 の 順 で ある 。 FI VBP NE 
赤 鉄 鉄 が 工 片 状 に 存在 する 。 か く て 以上 
の 事柄 か ら 筆 者 は AGILE ea & BV 
TEMG ER EIR AAL, チタ 
Y PRK E OPE AIZBAEAL, F 
タニ ウム は BERGE 72 AE ORE IE RD 
CHALBA, WERG CORN, 酸化 
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物 の 高温 で の 上 唱 出 等 に 論 及 し て 居る 。 
(Econ: Geol., 49, 77~87, 1954) 

CHAN) 
7638, ZERERICPItS HEREO 
S348 Mackay, R. 

鉱 液 の 上 昇 を 妨げ る 地質 学 的 な PRE 
岩 相 (geological barrier) RUGARICS 
ENABSH1 ty SOBBES BRAM 
に 大 き な 影 響 を 与え る と 考え ちら れる 。 B 
し 障害 性 岩 相 が 半 遂 性 で あれ ば 一 部 の 金 
BORED MBLC SH SK, 他 


の も の は REDS 通過 し て LAT SA, " 


その 岩 質 が 全く 不 般 性 で あれ ば , その 下 
部 に 鉱 液 が 集中 し て 鉱床 を 生成 する 。 こ 
の 場合 , 鉄 液 中 の 陽 イ オン は 周囲 の 岩石 を 
構成 する 鉱物 の 陽 イ オン と 会 し て これ を 
罰 換 し , 障害 質 岩 右 の 変 代 作 用 を 盛 に す 
So 以上 の 様 な 考察 の 適用 出来 る 鉱床 と 
し て は , Mezica (ユー ゴー|}!, Raible, Idria 
(ey, Vi) Hogar 252) Ouebeo (7 
TF) 等 の 講 鉱 山 で ある 。 筆者 は 上 記 の 
Sete ME AG ® filtration, ultrafiltration, 
dialysis, exosmosis 等 に 分 類 し , これ 
に つい て 説明 を 与え る 一 方 , 熱 水性 金属 
の 湖 透 度 に つい て 実験 的 考察 を 行い , 次 
の 様 な 結果 を 得 て い る 。 即ち 1) 一 般 に 
人 金属 の 肖 透 度 は その イオ ン 半 径 と 略 々 上 比 
例 す る が 必ず し も これ に 従わ ず 同 族 の 金 
属 で は 却 つ て それ と 反比例 する 。2) 周期 
ERO [Hl に 於 て も その 電子 番号 と 肖 
透 性 と は 比例 する 。3) 原子 価 が 大 で あれ 
ば 湖 透 性 は 減少 する 傾向 が ある 。 (Econ. 
Geol., 41, 13~46, 1946) CBr 42) 
7639, Tennessee | Jefferson Thi 


EIS GNF S SRERIRER OBS 2H Brokaw, 


AL, Jones)}C.L: 

Jefferson 7iPIEORENGKARIE King- 
Sport AMOTEMCHYt SARS. 苦 
KBE & APRA CBR する 層状 
GRC, Dav b ecb RIC CAE RBS 


構造 の RBI LL ait So BAB 
WNsTah EREARKOA CEO, BE 
OBOE A, 方 解 石 , BRS & PF 
Die) 

SRR VE CHB OPALAO AIC 存在 
し , 2OR RM RIC Bae OTRM?, 
SE OD EBB ICH DBC 8 Le, 
BOREUO Fill & HE Oe ee L 2378 


ん ど 常 に 平行 関係 を 示す 事 は 注目 に 値 す 
る 。 
更に この 他 , DRT, 断層 等 の 吉 錠 が ー 


・ 定 の 規則 性 を 持つ て 存在 する が , FOF 


% BE OBICIERNA BACH SICK LI 

帯 は 局部 的 に 構造 支配 を 示し BRP OAR 
成 に 好 条 件 を 与え て いる 。 この 破砕 整 は 
SAP, 特に 脆弱 な 苦 灰 質 岩 の 部 分 に 
AEC Blo (Econ. Geol.,41,160~165, 
1946) CBS #23 
7640, @evAVBRUE OYA 
YER FT 3 MROREIC OUT 
Wasserstein, B. 

VY AY RICKY 2MBRO SAC 注目 
Lic Behe vy AVG, NU ASY SE, 
VV AVER, Mey Ay Bs, partrid- 
geite, BIivy DY, tkhev ave, 
VV AVSE, HB Vv AV, sitaparite, 
verdenburgite, 及び マン ガン 土 等 譜 産 
地 の も の に つい て 分光 分 析 を 行 な つ た 結 
果 1) PRESS SAT SMILEY 
BVEROAC, ZOE 0.3~1.2% に 
RET So 2) EOUMOVY A v KNW 
の 含量 0.1% 以 下 の 場 合 が 多い 。3) 上 記 
の 事実 より マン ガン KiMPOMRs Si を 
起 換 し て 人 り 込 む 可能 性 が 大 で あぁ る 等 の 
こと が 判 つ て 来 た 。 更に 著者 は この 様 な 
マン ガン 鉱石 の 利用 面 に も 論 及 し 少な く 
LYLMRO—Ma ey ガン 件 中 に 合金 と 
し て 含有 され る こと を 嗜 示し , OMB 
に つい て 注意 を 促し て いる 。 

谷本 論文 中 に は 分 光 分 析 の 方 法 と くに 
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FRE & DEBIT OW CIB 詳し く 
2515 CurB_ (Econ. Geol., 38, 389~ 
398, 1943) (SA) 


~~ 


Bo RB 


7641, BimOfK, 移動 , SRERAT 
る shelf principle Weirich, T. E. 
石油 可能 性 を 決定 する に は , , 普通 ある 
堆積 盆地 に 於 ける 石油 母 層 の 発達 , HA 
構造 の 存在 に よる の で ある が , 実際 上 ア 
メリ カ 合 衆 国 の 豊富 に 石油 を 産 す る 地 
域 で は , 上 記 の 地 事 上 の 識別 は 案外 困難 
な こと が 多い 。 東部 オク ラ ホ マ 及 び 東 部 
TAINS A NT T= AT 
期 の 地層 は 同 符 構造 , 背 斜 構造 の 両方 か 
oi を 産 し て いる 。 subsurface data 
Ze) CVE Life isopachous map か 
ne この 地域 の 経 湾 的 産油 を 
示し て いる 地域 は Atokan と Des Mo- 
inesian 時 代 中 に 形成 され た shelf の 位 
置 に 限 室 さ れ て いる こと が 分 る 。 赤石 油 
の 産出 は shelf に 特有 な レン ズ 汰 砂層 を 
挟む 頁岩 中 に 展 々 見 ちら れる 。 上 述 の 様 な 
事実 か ら 筆 者 は , この 地域 の 石油 の 生成 
移動 , 集積 は ペン シル アー ニ = イア ン 初 
期 時 代 に 断続 的 に 北西 方 向 に 移動 し , 位 
講 を 変え た shelf に 密接 な 関係 が あぁ ある と 
L, 2% shelf principle {430 T 
Ae ACHE L, この 和 披 念 は 他 の 産 
油 区 域 に も 適用 し 得 ら ちら れ よう と し て い 
る (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
37, 2027~2045, 1953) (HA) 
7642, ベネ ズ エ ラ の 地 頁 と 油田 
Mencher, E., Fichter, H: J., Renz, 
i Ei wWiallisseW?. REN ZS 
Patterson, J. M.,and Robie, R. H. 
第 一 部 と し て 一 般 地 質 に 関し て Men- 
cher,E. に < にょ よ つて ベネ ズ ェ ラ 全 体 に 関す る 
今 旦 迄 の 地 天 学 的 研究 が 述べ られ , 1946 


年 Liddle の 区 分 し た 9 つの 地域 に つい 
て 簡単 に 説明 し て いる 。 RIC FEASEL, 
自 柚 紀 初期 及び 後期 , 第 三 紀 の 初期 , 中 期 
及び 後期 に 於 ける 地 実 的 な 海 の 状 態 に つ 
いて 各 時 代 毎 に 図示 し て 説明 し て いる 。 
即ち AA OM IE AA KLIOAHC 
Llanos 地域 北部 が 総 て 海 で あつ た が , 古 
第 三 紀 に な つて か ら は Marachibo lake 
basin と Cordillera de la costa の — 
EBD CH BUYER CALAN A Eo- 
cene の 後期 に 海 と な り Oligocene (ZHI 
) Llanos 地域 の 東部 , 
la costa の 東部 , Falcon の 一 部 が 海 と 
な り Oligo-Miocene に は 更に これ ら の 
海 人 が 広 が つ て いる 。 

第 二 部 と し て 油田 地域 を 西方 , 東方 , 中 
央 の 三 つ に 分 け て 説明 を 加え て いる 。 西 
方 油田 の Maracaibo-Mara }h AACR 
は 深成岩 の 基 毅 の 上 に KES CESAR 
ACO Alkes (Cogollo SJB) と Guasare 
ReOWat Ake lt Ble その 上 に くる 
Concepcion 昧 層 の Punta, 
Ramillete, Upper sands の 砂岩 中 に 存 
する 。 Mene Grande 油田 で は Misoa 昧 
層 , Pauji Ae pub, Isnotu ROMA 
AYA & ZOTW So Tarra 油田 に 於 
CLE EE OUAED LVDS Uribante 
泉 層 の 下部 の Tibu の 石灰 岩 , Angostura 
操 層 の Tabla ts, Mirador je, 
Carbonera BJBO Cubo Haas 1hhi-| 
で ある 。 その 外 Buchivacoa 油田 , 
Bolivar Coastal 油田 , Cumarebo 池田 
等 の 主要 油田 に つい て 説明 し て いる 。 RK 
方 油田 は Quiriquire 油田 , Pedernales 
油田 , Anaco 地域 , Greater Oficina 地 
域 , Temblador 地域 , Tucupita yf 
に 関し て それ ぞ れ 説明 し て いる 。Jusepin 
油田 で は La Pica 累 層 が 主要 油 磁 岩 と 
な り Quiriquire 油田 で は Quiriquire 3A 
JES hi aC HY , Pedernales 油田 で は 


Cordillera de 


Gorda, 


#30 Se Oe RS eS 


La Pica ABO PRO Amacuro 部 層 が 
janet 7OTWS Anaco 地域 に 関 
し て は Merecure S44, El Roble ¥& 
で は Oficina Bfs, Temblador 油田 で は 
Oficina 累 層 の 上 部 Tucupita 油田 に 於 
TC Oficina AB ib et OTH 
ZHRRA KITT HE UT Mercedes, 
Palacio, Guavinite, Piragua, Tucu- 
pido, Saban, Ruiz 油田 に つい て 簡単 に 
説明 し て いる 。 NAAALTI OP SEE 
RENCE MSL ABMOCDL, HS 
紀 の も る もの と が あり これ ら の 累 層 に 関し て 
は 対比 表 を 図示 し て ある 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 37, 690~777, 


1953) [阿部 〕 
7643, Stylolite と 油 の 移動 Shaub, 
B. M 


含 油 岩 石 に 於 ける stylolite ( 往 状 突起 ) 
の 生成 は 油 母 岩層 か ら 油 の 移動 を 蕎 起 す 
る 原因 に な る と Ramsden (1952) は 述 
べた が 此 の 仮説 の 基調 を な す も の は Sto- 
ckdale (1922, 1926) の pressure — 


solution theory @, =MKAWIEX 
stylolite は 硬化 し た 岩石 に 生ずる と 推測 
し て いる 。 然し 年 ら 著者 は 独断 的 に pre- 
ssure—solution theory を うけ 和信 れこ 


の 説 を その ま ・ ゝ stylolite の 生成 或いは 


経済 的 な 油 の 移動 の 重要 過程 に 適用 する . 


RE MT ある は 大 お おれ ない es 
stylolite の 発達 する 地層 中 の 石油 は 経 
済 的 意味 で 多く の 著 想 を 喚起 し stylolite 
の 役割 と stylolite の 生成 する 根 末 的 発 
展 過 程 は 右 油 , 天然 ガス の 集積 に ある 種 
の 重要 性 を 有する こと は 疑い な いこ と で , 
これ を 上 体 的 に 把握 し て 行く こと が 必要 
で ある に と を 強調 し stylolite の 生成 は 
右 灰 質 堆 積 物 の 可 強 性 に HZ Y OD CHERE 
後 固 結 する 過程 に 於 て 生ずる も の と 考え 
て いる 。 著者 は ニューヨーク 州 Little 
Falls OLR AYTU THO ABEL, 


テキ サス 州 の 8,900~9,000 ft の 深き か. 
ら 得 られ た 油田 コア (BSAIO koddessa 
formation, 42234) © 2>® stylolite 
の 例 を 挙げ stylolite に 治 つ て 生成 し た 
不 規則 な UHR LMA 著しく 大 きく さく, 
その 数 が 多く 且つ 油 母 岩層 に 直接 接し て 
いる 場合 は 石油 の 大 部 分 は 適切 な 条件 の 
も と で 移動 する も の と 推察 され , その 様 
な 地層 が 構造 的 に 適当 な 条件 を 備え て い 
る な ら ば 移動 し た 池 を RRMLRE LES 
地層 に な る と 考 えら れる 。 (Jour. Sed. 
Pet., 23, 260~264, 1953) (23 


Eee 
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7644, KSBOSRALERMIS 。 飯 
Be =, 飯盛 里 安 

ROO LYRE ST SHE, AE 
達 石 , 沸 石 等 の 鉱物 に , 化学 組成 が ほ ゞ 
一 致す る 様 に 各 原 料 を 配合 し , 附 活 体 の 
少量 を 加え て 焼成 し て 得 た RRO B56 
PHAR この 実験 で は 結 量 学 的 に 正 じ 
VWGEINE SR LILO CAT Wo 化学 組成 
yx m (Na, K),O-nCaO - pAl,O, - qSiO, 
で 示さ ざれ {Nd -HOT VS JER 
塩 幣 光 体 と 称す べき も の で ある 。 SAYER 
RCE OR CT COO UG; 
HPO,:4H.O を 用 いた 。 上 式 で mn 人 = 
1, n=0~0.5, p=0.5~1.0, q=3~4 の 
場合 に 発光 性 を 示す 。 附 活 体 の 添加 量 は , 
鉛 ウ ウラ ニル の 場合 は 0.01 マ 021 モ ル が 
が よい が , 鋼 の 場合 に は 0.01 モル 以上 に 
7. EAS RIED GS 72 So RECA 
活 の も の に つい て は REO MAHAR 
己 光 極大 の 波長 等 を し ら べ た 。 HAA 
で は 極大 波長 は 大体 4,040~4,410 A の 
間 に あ り , 他 の 鉱物 体 で は 4,010~4,100 
A の 間 に あ る 。 こ の 勅 光 体 の 特 復 は , 基 
体 が 磁器 体 る も し く は ガラ ス 体 の 点 で ある 。 
(科研 報 , 29, 463~467, 1953) (RELL 
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Plate. 4. Electron micrograph of the fraction of No. 2, 0.2"> 


a 


Plate. 5. Electron micrograph of the fraction of No. 2, 0.5~1.04 


SS Se EC OO 1 


Plate. 6. Electron micrograph of the fraction of No. 5, UZ#H> 


Plate. 7. Electron micrograph of the fraction of No. 5, 0.5~1.0p4 


Plate. 8. Elec:ron micrograph of the fraction of No.9, 0.2u> 


Plate. 9. Electroa micrograph of the fraction of No. 9, 0.5~1.0u 
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SOLVED CU SS HS bas t り 1. PRA RW A OUR, Ase 
D-KWRERU SEH, 2. SPU AHEME RUG KIO 火山 灰 及 
U 3. 花 賠 関 緑 岩 の 三 種 の 組合 せよ り 成 る る も る の で ぁ る 。 

2. X 線 粉 末 写 真 に よれ ば montmorillonite G, hydrated-halloysite 
及び kaolinite の 三種 の 粘土 鉱物 が 認め られ る 。 

3. 置換 容量 は 一 般 に 50 m.e. 内 外 で 比較 的 高く , X 線 粉 末 写 真 の 結果 
か ら る も i clean eee G が 多量 に 含ま れ て いる と 思わ れる fraction に 
於 て も 化学 分 析 の 結果 か ら 得 られ た 斑 禁 比 は 2.5 内 外 で , 可 成 り 低 い 値 を 
RELA, ZHEORRBDS montmorillonite G と し た も の は beidellite 
きる S40 る 26 
4. REBT ORGY beideliite, hydrated-halloysite 及び kaolinite 
の 存在 を 示す も の で ある 。 HLL montmorillonite SFENTWS 
A 

BTBRESA CLARA LAA SRD oN, ~feeAA 
ee beidellite に , 不透明 鉄 物 が hydrated-halloysite 或 は kaoli- 
ntt に 相当 する る の と 思わ れる 。 

6. 以上 の 実験 結果 か ら 本 土 報 断面 中 に は beidellite? (少量 の mont- 
morillonite を 伴う か も る 知れ な い ), hydrated-halloysite 及び kaolinite 


Table. 3. Relation between the clay minerals and the 
parent materials in the soil profile at Mt. Katasone. 


RS Fraction Parent material Clay mineral 
0.2k> | Ash of pyroxene andesite, Beidellite and rae 
halloysite 
No. 2 hornblende gabbro and Hydrated -halloysite and 
0.5~1.04 ash of dacite : ‘beidellite 
0. 2u> 7 Beidellite and hydrated- 
Mons Hornblende gabbro and halloysite 
ao 0. rt: On ash of dacite Hydrated-halloysite and 
4 beidellite 2 
0.2k> Beidellite and kaolinite 
No. 9 — Granodiorite 
0.561.014 Kaolinite and beidellite 
(AFILE RAH) 


1) yE4FATEB beidellite L#AZGn THe AG, beidellite と illite, 或 は 
illite と montmorillonite と の mixed layer aggregate, 更に 又 illite WHO 


ERDERTFOOCHZEBI RHREANCWARBEGT AE THA5 0 


F. B. Van Houten: Clay minerals in sedimentary rocks and derived 
soils Amer. Jour. Sci., 251, 61, 1953. 
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が 認め られ る 。 

7. otek + oki & SLO RE £ ORAZ 3 HOW CHS f9 No. 9 
に 含ま れる beidellite は 上 層 よ り 移 動 し た も の と 老 え る 可 き で ある 。 

8. 本 土壌 断面 に 於 て kaolinite が 花 賠 関 緑 岸 に, beidellite 及び hy- 
drated-halloysite が 角 関 石 斑 窟 岩 , 輝 石 安山岩 及び 石英 安山岩 の 三種 の 炎 
山 灰 に 関係 を 有する 事 は 明か で ある が , 一 般 に 所 調 火 山 灰 中 に hydrated- 
hellovsite W4RAnND<, montmorillonite 系 の 鉄 物 が 塩基 に 富ん だ 環 
境 に 生じ 易い と 蓋 う 事実 か ら , beidellite AHP aRMsic, hydrated- 
. halloysite は 此 の 二 種 の 火山 灰 に 夫々 関係 を 有する も の と 考え られ る 。 併 
し beidellite が 火山 灰 か ら は 生成 され な いと 去 う の で は な く , 塩基 に 富ん 
だ 環境 に 置か れ ゝ ぱ ば 基 の 生成 も 可能 で あぁ ろう 。 何 れ に し て る も 此 の beidellite 
の 生成 に 角 図 石 導 鶴 岩 の 関与 し て いる 事 は 事実 で ある 。 

本 研究 に 関し て 内 山 修 男 教授 に は 種々 御 教示 を 賜り , LX 線 粉 末 写 真 に 就 い て は 選 研 
ARERR, 電子 頼 微 鏡 写 真 に 就 い て は 科研 日 比 忠俊 教 授 に , 示 差 熱 分 析 に 就 い て 
(ED SARE Uc PE ETA eo 牙 に 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 

俗 本 研究 費 の 一 部 は 壇 部 省 科 学研 究 費 より 支給 され た も の で ある 事 を 明記 し 講 意 を 表 
する 。 


新刊 紹介 Handbook of physical constats. by Birch, F., etc. A 
は Geological Society of America の special papers (No. 36, 初版 194244) で , 
EBA, Bin, 一 部 金属 及び 無機 化合 物 の 物理 学 的 恒 数 を 表示 し て いる 。 その 内 容 
は 1) Kia, 随 石 及び 随 鉄 の 化学 及び 鉱物 成分 , 2) Hi, 1 気圧 下 の 岩 石 鉱 物 の 比重 , 
3) 高温 に 於 ける 比重 (岩石 鉱物 の 熱 膨 張 , 液体 及び 結 品 質物 の 高温 に 於 ける 比重 ), 4) 
高圧 下 に 於 ける 比重 (岩石 , 鉱物 及び 金属 の 圧縮 率 ), 5) PER (岩石 , hh, 金属 及び 
ガラ ス の 弾性 率 , 温度 に よる 弾性 率 の 変化 , BAO vy 7 RICA ZEA ORD), 6) tk 
動画 体 に 於 け る 内 部 摩擦 , 7) 地震 速度 (土壌 , 水 及 び 石 油 中 の 圧縮 波 の 速度 , 地球 内 部 
に 於 ける 地震 波 の 速度 , HR LAMM OMS & Hee), 8) WATER (地球 に 関す 
る 各種 資料 ), 9) 強度 及び 可 列 性 (岩石 の 破砕 強度 と その 試験 装置 等 ), 10) 粘性 (岩石 , 
鉱物 の 粘性 , 粘 隆 に 関す る 圧力 の 影響 ), 11) 鉱物 及び 無機 化合 物 の 話 融 温 度 と 転移 温度 
12) PRA AVC HANS SSR SUS A PSE CBA SEA ORS, 13) 2 成分 系 に 関す る 
FEAORS, 14) rice Sik EEA ARH ORSR, 15) 高温 に 於 け る 無機 塩 
PIOTRAUR (RUAN OM a & ASE L の 関係 , 球 酸 塩 一 水系 の 凝固 曲線 高温 高圧 下 
に 於 り る 金属 圭 酸 孝 の 溶解 度 ), 16) 岩石 , 鉱物 及び 瓦 匠 の 熱容量 と 融解 及び 転移 熱 , 17) 
熱 伝導 度 と 拡散 率 (岩石 , BRS, 結晶 , 金属 , 土壌 , 雪 及 び 氷 等 の 熱 伝導 度 ), 18) 
放射 能 (岩石 中 の 放射 能 と 熟 発生 , BNA MOSI4E RI, 鉛 の 同位 元素 比 に よる 時 代 
DRE, 磁 鉄 鉱 々 麻 の へ リウ へ 年 代 比 ), 19) 地殻 の 温度 (米国 , 南 阿 , 英国 に 於 ける 地 
PMB, TREE ARC, kaa Osea ke), 20) 岩石 の 磁性 , 21) 岩石 及び 鉱物 の 電気 的 性 質 
(a, Ship, 土壌 , 金属 硫化 物 , 酸化 物 , 自然 水 及び 塩水 の 比 抵 抗 , 岩石 , ship, ay 
Y DNV ii OPER) SHER ELAN BRM MAMD eH, RMR BUH ORS 
に な る 。 (42319 A, New York, Geol. Soci. Amer., 1950 年 再版 , 850 FY). CAA 
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三幸 結晶 の 軸 率 と HH SHE VIC 
WA LCHMACHA SRW SSF 
Tunell, G. 
三 符 結晶 の 極 軸 率 Po’, Go's To は 次 式 
か ら 求 め ら れる 。 
po’/ro’=l sin (001 AhOl) /h sin 
(100 AhOI), 
do /To =! sin (001 AOKI) /k sin 
(O10 AOkl), 
Po /do =k sin (010 AhkO) /h sin 
(100 A\kk0)}. 
極 軸 角 A, ん 及び v は 夫々 010A001, 
100 A001 及び 100 人 010 に 符 し い 。 S= 
(+ ルキ + キッ)/2 と する と , Gh @ ix 


に よ ょ つて 求め られ, 軸 角 及び ッ > ッ る も 同様 
CHB. HA a, b,c は 

a/b=q) sind /p,’ sine 

c/b=qdg’ Sinv /r»’ sink 
か ら 求 め ら れる 。 (Am. Min., 39, 51~ 
62, 1954) KA 
7619, BREBRUP IL SKE LOD 
面体 中 の Al の 分 布 Loewenstein, W. 

理 酸 塩 及 び ア ルミ 酸 塩 結晶 中 の 中 面体 
の 中 心 に ある Al は 任意 に 分布 し て いる 
の で は な く , Pauling の 静 電 原 子 価 平 衡 
説 の 法則 で も 理解 され な い 或 る 束縛 を 受 
け て いる 。 二 個 の 四面 体 が ダー つ の 酸素 イ 
ォ ン を 共有 し て 結合 する 時 に は 常に , 一 
個 の 四面 体 の 中 心 が Al で 占め られ , 他 
の 中 心 は Si で 占め られ る 。 同様 に , = 
個 の Al イオ ン が 同じ 酸素 イオ ン に Bi 
する 時 に は 常に それ ら の 中 の 少く と る も 
一 個 は 4 以上 の 配 位 数 を 酸素 イオ ン に 対 
し て 有する 。 この た め は に, 四面 体 の 三次 


e 


元 網状 体 や 層状 体 中 で , Si の 最大 50% 
が Al で 置換 され る 様 に な り , RKB 
の 単位 格子 は 草 長 石 格子 の 倍 の 大 さと な 
So (Am, Min., 39, 92~96, 1954) 

(Ke) 
7620, トー ル 石 及び ジル コン の 水酸基 
ig Frondel, C. 

b= @ (Th Si0,) RV ay (Zr 
S104) は , 一 般 に 水 を 含有 し U, MAY 
含む 多く の 変種 が 存在 する 。 例え ば ト 
ー ル 石 の 変種 に トロ グ ム 石 , nicolayite, 
hydro-thorite, mackintoshite 笠 が あ 
る 。 こ れ ら に つい て X 線 的 , 化学 的 , BA 
的 性 質 の 検討 を 加え た 。 トロ グ ム 石 は ト 
ー ル 石 と 同一 の 結 品 構造 を も ち , COR 
子 昼 数 も 類似 し て いる 。 UNSER 
い は RCS UE 二 次 的 の 産物 で あり , 
H,O を 主 成 分 と し て 含有 し て いる 。 トロ 
グ ム 石 の 化学 成分 を 検討 し た と ころ その 
化学 成分 は ThSiO, の (SiO,) を 連続 的 
に (OH) . で 置換 し た も の に 相当 し , Th 
(SiO。)1ーx(OH)4x ぇ の 化学 式 で あら わす こ 
と が 出来 る 。 同様 に ジル コン の (OH) 置 
換 体 と し て cyrtolite が 考え られ る 。 
(Am. Min., 38, 1005~1018, 1953) 

(RAID 
7621, FPPIRVERBBOWIY 
Larsen, E. S., Waring, C.L., Berman, 
af: 

F7FRVIM!, Wichita の ペ マグマ タイ 
ト か ら , 結晶 質 な 部 分 と メタ ミク グ クト な きす 
分 が 昧 帯 構造 を し た ジル コン の 30mm 
程度 の 結 品 が 得 ら れ た 。 結 品質 の 部 分 (@ 
=1.918, €=1.971) 98% か ら な る 試料 , 
内 部 の メタ ミク ト の 部 分 (n=1.82)90% 
か ら な る 試料 及び 結 酷 外部 の メタ ミク ト 
の 部 分 (一 部 分 w=1.86, €=1.87 C— ith 
性 正 ) の 三 者 に つき 化学 分 析 を 行い " 又 主 
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に メタ ミク ト な も の か ら な る BMEER 
す 試 料 と , 結晶 質 な 非 磁性 の 試料 の 微量 
成分 を 比較 し た 。 前 述 の 三 部 分 に つい て , 
約 1000°C Vz pnBL, X 線 的 に 調べ た 。 
LOY MAVE FY ST VEOBRIC SE 
YDHRR DOCH So. MAY Vay OF 
ANZ, © BF LIBO Lem 5 635 x 108 年 , 
U と Th の 方 法 か ら は 641x108 CH 
る 。 (Am. Min., 38, 1118~1125, 1953) 
[横山 〕 
7622, ウラ ニ ユ ー ム 鏡 塊 の 研究 (XIIT), 
合成 uranospinite Mrose, M. E. 

A (UQ,), (AsO,).:8H,O (HL A= 
Ca, Hy, Nay, (NH4).) DAA RE % OLS 
fy, 即ち uranospinite を 合成 じ た 。 合 
pe Ca-, H,-uranospinite 結晶 は レモ ン 
黄色 で (001) の 発達 し た うす い 枚 状 で 
(010), 110) か ら 成 り . 1001) iC BEBHDS % 
る 。 裕章 群 は P4/nmn。 Ca-urano- 
spinite の 単位 格子 恒 数 は ay=7.19 A, 
Co=8.81, 比重 3.65。 光 学 的 性 質 は = 
SS y=1621, 2Viea0 S57 
T>Vv で 二 軸 性 人 負 で ある 。 H,-uranospi- 
nite’ ag=7.16, co=8.80, test 3.55, 
一 軸 性 負 で w=1.612, €=1.584, Na。- 
uranospinite は dy=7.12, cg〒8.70, EE 
重 3.80。 —# PER GC @=1.617, g=1.586 
(NH,)o-uranospinite (x a)=7.21, c= 
8.855 比重 3.60, —IhH:fC o=1.611, 
€=1.601. で ある 。 (Am. Min., 38,1159 
~1168, 1953) [横山 
7623, Churchite の 再 和 検討 Claring- 
bull, G.F., Hey, M. H. 

Churchite (i 1865 年 Cornwall か ら 
PELT:, MAD SKM MICZsY bh 
72MIN Cw 0, EH Ce TRICO PMR rE 
と し て 取扱 われ て いな た 。 2 OSV 
て , 化学 的 X 線 的 に 再 吟味 を 行 つ た と こ 
ろ , 稀 土 の 種類 は Ce 族 で は な く , VY He 
wes (Kia Y) CHR Y OK BE 


酸 塩 と し て は , 1922 年 に 記載 され た Ba- 
varia 産 の weinschenkite YPO,-2H,O 
が ある 。 この 両者 の X 線 粉末 写真 を 比較 
する と , 全く 同一 の も の で ある 。 Wein- 
schenkite な る 名 称 は 角 図 石 の 一 種 に も 
附 を られ て いる か ら , CLABRLAL 
構造 を も つ YPO,-2H,0 OMMAEL 
Cla, 従来 の churchite を 用 いた 方 が よ 
Wo (Min. Mag., 30, 211~217, 1953) 
LEAID 
7624, iz hidaligoite. Smith, R. 
i, Simons) -E..S),- Vilisidis# ANG, 
メキ シコ の Hidalgo, San Pascual 
GAIL 5 FEL S HPA Mls, 化学 分 析 
の 結果 PbAl。 (AsQ,) (SO,) (OH), © 
化学 式 が 与え られ , 単位 格子 恒 数 は , 六 
方 格子 を と る と ao=7.04A c=16'99 
で あぁ あり, BRIAR Clk a)=6.97, = 
60°40’ となり, bendantite 族 に 属し , 
bendantite の Al 置換 体 で ある 。 Hab 
OCHA, 白色 多孔 質 の 集 塊 を な 
Fo 倫 複 屈 析 は 非常 に 小さ きく, 平均 屈 本 
率 は 1.713, 比重 は 3.96 (実測 ), 4.27( 計 
EH) CHA (Am. Min., 38, 1219~ 
1224, 1953) CHL 
7625, REORRENEAOSRM 
Sie ORR Bradley, O. 

6 OMA RMK I ONBBE, 
同一 結 品 に つい て , BEBE LUIS 
液 法 で 測定 し , 一 応 低温 型 と し て Rein- 
hard の ステ レオ 図 及 び Chudoba ょ 
Chayes の 届 折 率 図 か ら 成分 を 求め た と 
ころ , いずれ る も 鏡台 に よる 方 が が An 分 が 
多く な り , RAM CE 13% も 多く , 叉 
この 例 で は 接合 面 禁 に よる と アル ペイ ト 
DUO BEE 3 TTC OW TH OY OBB 
い を 生じ る が , AEC RUM t 
る と 丁 鹿 平 均 値 が えら れ な た 。 : 

以上 の 結果 , BME, ペグ マタ イ Y, 7 
—74 EO ARAL RMI —RU, 


3 
E 
3 
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Mins, ERAOSN 次 の 理由 で 高温 
型 と 認め られ た 。 (1) ステ レオ 図 の 低温 
型 の 曲線 より 著しく か た よる 。 (2) 屈折 
率 に よる 成分 と の 差 が 比較 的 大 きい 。 (3) 
Kohler 角 図 上 に 屈折 率 か ら の 成分 を 横 
座標 に た と つて plot する と 高温 型 に 一 致 
$ Bo 

fa a YS i 2 DO EFEX order-disor- 
der で 説明 され る 可能 性 が ある 。 (Min. 
Mag., 30, 227~245, 1953) [ 宇 留 野 〕 
7626, 合成 A1-, Fe ぐ -, Ti- #6 
Segnit, E. R. 

CaSiQ。-MgSiO。 系 に 於 いて , YEG 
に 固溶体 と し て 含ま れる ALO』, FezO』, 
TiO, DEF EBNKED, 夫々 の 光学 的 
性 質 の 変化 を し らち ら べ た 。 先ず CaSiO,- 
MgSiO,-Al,O, 系 に 於 いて , Al。0。 DKF 
大 中 に 固 落 体 と し て 含ま れ 得 る 区 域 を 決 
Lo Al,O, ma Aic#H 13% ま 
で 含ま れ 得 る が , 屈折 率 そ の 他 の 光学 的 性 
質 に は 殆 ん ど 変 化 を 及ぼ ぽ さ な い 。 Fe20; 
wa Ric 10%, TiO, は 6% ECS 
まれ 得る 。Fe。O。 1% 増す 毎 に y の 値 は 
0.003 HL, と は それ より や ・* ゝ 大 きい 変 
化 を 示し , WMH ORUBBAKE SZ ZX 
TiQ, 1% 増す 毎 に 屈折 率 は 0.004 づつ 
増す 。 Al。O。, Fe,O;, TiO, に 富む 天然 
OMRIZOW TC, 化学 成分 を 吟味 し , 
CaSiO, — (Mg, Fe, Mn) SiO, — (Fe, 
Al),O, + TiO, の 三成 分 系 と し て あら わ 
す と , LRORRINCROT MBAR 
中 に 含ま れ て いる 。 (Min.Mag., 30, 218 
~226, 1953) CRAIN 
7627, Tinzenite と Mn- #—EO— 
Be Milton, C., Hildebrand, F. A., 
Sherwood, A. M. 

192344 2%4 ~D Tinzens か ら 産 じ た 


費 色 の 針 状 鉱物 を , Jakob は 新 鉱物 


tinzenite と し て 記載 し , その 化学 式 を 
£CzO-Mn,O,-Alg0,-4Si0, で あたえ た 


が 。 今回 の 研究 に より , この tinzenite 
は Mn-FAK RS Ne これ は 化学 
BAN T 5% WEIS RS BO, O 
存在 を 無視 し た た めで ある 。 PASH tin- こ 
zenite と Franklin その 他 か ら 産 し た 
Mn- 人 券 石 は , 全く 同一 の X MaKe 
DIA, Mi (BaMe 行う つた と ご うろ , 
5.65% の B。0。 の 存在 が 確 め られ た 。 
fa, Mn ti Mn,O, ULC CR 
MnO と し て 21.19% も 存在 し , KR CaO 
は 少く 12.51% で ある 。 即ち , MWOF 
石 に 比 す と 極め て Mn に 富み , Ca の 少 い 


も の で ある 。 (Am. Min., 38, 1148~ 
1158, 1953) CRAID 


7628, 地質 年 代 決 定 の た め の euxenite 
の 化 學 分 析 Young, R.W., Muench, 
OLB. 

New Mexico Willor Creek 産 の 
euxenite (ZOvV.T Pb, U, Th RUTIO 
BREED RADDA ERA Lo 分 析 法 
の 大 綱 は Lawrence Smith 法 に よる 。 
即ち 試料 ユー~4g を HF と HNO; で 分 解 
する と , Pb, Ca, Mg, Th, File Rae 
性 部 分 (A) 17420, U, Ti, Nb, Ta, Fe 
等 は 落 解 性 部 分 (B) に 集 る 。 (A) RU 
(B) か らら 回収 し た PbS は H,SO, で 処理 
L, PbSO, ELT Ph HTS. (A) 
か ら Pb SRW? RRIOW Chit, Th 
SAKE L CUES tt, GEV 
nell Ope tye lend) ThO。 を 定量 する 。 
(B) HiME LL, SO。 等 で Ti Nb, Ta 
を 除き , 更に Pb, Be, Fe を 除い た 後 , U 
を 水 酸 化 物 と し て 沈 浜 させ 定量 する 。 以 
上 の 方 法 で , Pb, U, Th を 2~3 回 別々 
に 測定 し た と ころ , 0,775+0,017% Pb, 
4,010+0,050% U, 3,040 + 0,03% Th 
の 値 を 得 た 。 これ か ら 年 数 を 計算 する と 
103 億 年 と な る が , この 方 法 で は Pb の 
同位 元素 の 定量 が な され て いな いか ら , 
実際 より 高い 値 を 示し て いる で あろ う 。 
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(Am. Jour. Sci. 251, 784~788, 1953) 
[RAI 
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7629, HEBOMR—RSRK 
Emmons, 2; C. Mann, Vi. 
(SEBOW, =Ose a eWNRR  & 
Lt, Memoir と し て 出版 され た 内 の 第 四 
ECHhS. BRUSRAO Mint Bi 
造 と の 関係 を 調べ , その 間 に 接 な 関係 の あ 
る こと 指摘 し て いる 。 先 づ 要点 を 挙げ る 
と , 1) 倖 長 右 の 昧 菅 は 結晶 が 成長 し た 条 
件 を 反映 し て いる 。 2) Br Mints Bir O 
生成 後に それ に 代 つ て 生じ た 。3) Mino 
lamellae の 各部 分 は , 昧 帯 の 性 質 を 残し , 
FEO C Mim O#ARL RAE 反映 し て 
いる 。 4) €N CARA ORir & RH Mia 
VA7E MAIO 成因 を 確 め る 手がかり と な 
Bo BH Bin DIG KA Str OM 消失 と 関係 
ヒレ て いる と 言う の で ある が , Cite Rin 
Besar FIT EWI OCR, そ 
れ を 助長 する と 言う 事 で ある 。 この 様 な 
関係 を 示す も の と し じ し て で て は 7 BiH LR 
双 卓 の 間 の 成分 の 差 が 挙げ ちら れる 。 これ 
は 5% LAPT CH SMB, その 様 な 差 
は 以前 の 成分 の 差 (Bt OBEO) 28 BRL 
TWEODCHAIEMN TWH (FHV 
24 PM CLL ¢ , Sire A) ZW, 
特に 001 の 接合 面 の も の に 対し て AE 
い )。 MAC, 昧 帯 の 無い も の で も, BEF 
ABER EL CWS SOU, 成分 の 差 が 
あつ た 事 を 示す と 述べ て いる 。 lamellae 
OURS, WHE, 連続 隆 に は 種々 の 程 席 
が あり , 祭 長 石 の 成分 と 或 る 対応 関係 が 
ある 様 で ある 。 然し この 原因 と し て は 形 
成 の 際 の 変形 が 考え られ 成分 へ の 対応 性 
も , それ を 生ずる 岩石 の 流動 性 の 大 小 と 
し て GA6NSZ. 加里 長石 が 変 代 さ れ 
て , MEARE SYS CH SM, 前 の 
加里 長石 が 徴 斜 長石 で ある る と , それ の ア 


a 


ル バ イ ト 双 卓 が うけ つが れ , 非常 に 細い 
lamellae を 作 つ て いる 。 基 の 他 著者 は 
normal zoning と oscillatory zoning 
に 就 い て 後者 は 落 液 より の 証拠 で ある と 
述べ て いる 。 EWR ORK 7 LGR L SAF OBE 
係 は 岩石 の 成因 の 研究 , 特に 花 賠 岩 類 の 
RR (それ 等 が 固体 か ら か , 液体 か ら か ) 
を 調べ る 有用 な 手がかり を 与え る も の と 
し て , 種々 論じ , ARO MERCK T 
SUN, 無双 卓 が 交代 隆 の も の で ある と 
いう 点 を 特に 注目 し て いる 。 (Geol. Soc. 
Am. Mem. 52, 41~54, 1953) (3%) 
7630, perthite の 岩石 皇 的 意義 
Gates, R. M. 

種々 の 岩石 (ECE EA) DO perthite 
の 頭 徴 鏡 写 真 の 撮影 を 主 に し て , その 再 吟 
味 交 な され て いる 。 芝 等 岩石 の 上 品 出 の 末 
期 に unmixing に 依り , ソー ダ 質 な 長石 
成分 が 遊離 され , それ が 移動 し た 状態 を 色 
々 挙げ て いる 。 資料 と し て 中 央 及び 北東 
Wisconsin の 火成岩 (perthite B7E mE 
及び 隊長 岩 ) RUBRESAY 6h, Lal 
地方 の 北西 部 に 分 布 す る “Rapakivi” 7§ 
賠 岩 に 就 い て も な され た 。 HAANKE 
な る 点 は , (1) unmix され た ソー ダ 質 物 
質 の 構造 に 依る 影響 ( 主 に perthite 等 に 
AUT RA SICBIL Clo (2) perthite 質 
NRA OBO MANDA (3) 最後 の 
産物 が 初め の 結晶 を 僅か に 含む 程度 迄 の 
RRA OZ. (4) HARE LARA 
生ずる アメ ー ソ クレ ー ス の 破壊 で ある 。 
この 様 な 変化 の 原因 と し て は unmixing 
及び 交代 を 挙げ て いる 。 以 上 の 様 な per- 
thite 又は アノ ーッ ツク レー ス の 構造 の 注 
意 深い 観察 は perthite, HRA, 77 — 
フク レー スズ 等 の 生成 の 順序 RU RADI 
跡 を 可能 に し , それ 等 を 含む 岩石 の 生成 
央 を 解明 する 手がかり と な り 得 る と 述べ 
て いる 。 (Geol. Soc. Am. Mem. 52, 55 
~69, 1953) [島津 
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7631, Donegal #| Thorr thy 2 oz 
RA bE RVEMEIEH Pitcher, W.S. 

TANZY ¥KAEPR Donegal | Thorr 
町 附近 に は , SEL < dh U7: Dalradian 
の 地層 中 に Donegal 花 税 岩 が 位置 を 占 
OCS. 此 の 変質 沈 積 岩 類 は LE, 
半 粘 土質 の 片岩 類 , BRAK, 石灰 質 
岩 , 理 岩 を 含み , 多量 の 塩基 性 岩 床 (変質 
iva) BRAL TS PSEA adc 
伴い 低 度 の 変成 作用 を 受け た 後 , TERBA 
ie (石英 関 緑 岩 乃 至 石 英 モ ン ゾ = 岩 を 
含む ) の た め に 強く 変成 し , 粘土 質 岩 は 
ERA CHES 6NSZ. LOBE 
Aiea Pick, ZRRSHO ARB 
存 体 が 多く 存在 し , ESE REPRAIL 
ta LBS LO 整合 関係 が 保存 せ ぁ られ 
る 。 一 方 化学 成分 上 花 賠 図 緑 岩 の 接 触 部 
GHLRAOBEtRL THY, REA 
を 示す 明瞭 な 接触 部 , 流動 性 の 証拠 が あ 
る が , 前 述 の 事実 は piecemeal stoping 
や 周辺 部 同化 作用 で は 説明 困難 で , EK 
Aiea tas 花 賠 岩 作 用 に より 生じ た も の 
で , 部 分 的 に 流動 旗 を も つた と 考え て い 
Bo 

HME mMRRS PILI TFT 74, A 
グマ タイ ト を 伴う AARC TE Ba et ORAS AR BE 
BAAT So RKRIHBEOD iW BRR 
Or HAE is 238 (sodi-potassic granite) 
が Donegal si maHOAKMS & <2 
た 。 Thorr 地域 の 南東 部 に は 広い 圧 砕 帯 
が ある 。 此 等 は 種々 の 程度 の 破砕 を 受け 
Th Bo. HEAL HAE ia a OA AICTE 5 
proto-clastic deformation で ある か る も 


し れ な い 。 花 剛 岩 生成 の 終り に 完全 な 人 節理) 


構造 が 発達 し , NNW 方 向 は 優勢 で 屋 々 


3 


4 
é 


断層 と な り , 第 三 紀 岩 脈 の 通路 と な つた 。 
新 期 岩 類 は 深 所 で 古 期 岩 類 の 花 賜 岩 化 作 


用 の 更に 進展 し て 流動 性 と な つた も の と 


108, 413~ 
(Fie! 


BATW So (Q. J. G.S., 
446, 1952) 


7632, # Dakota, Black Hills =O 
KE A RAD TAA RICA SHB 
TRODMIAHIT Higazy, R, A. 

Black Hills 産 パ ペー サポ トペ グマ タイ 
ト の 組織 並び に 頭 微 鏡 的 研究 と 野外 観 
察 か ら , 本 岩 が 岩 紅 に 由来 され た も ゃ ので» 
は な くさく , その 人 母 岩 で ある 片岩 類 の 変 代 作 
用 に よ つ て 生成 れ た も の で ある と の 著者 
の 考え (1949) が , 之 等 岩石 中 の 微量 元素 
の 半 定 量 的 分 光 分 析 結 果 か ら る も 支持 
され る も の で ある と 述べ て いる 。 本 地域 
の ペパー サイ トペ グマ タイ ト 中 に 含ま れる 
Fuss Rb, Ba-Sr (PLES se) > Lay Rb 
Ga, Tl (4); Mn, V, Cu, Be, Ge, Zr 
(微量 My Cr, Co, Ni, Se, Sn, Ag, Mo, La, 
Y, In ( 極 く 微量 ) で 之 等 微量 成分 の 各 元 
素 に 就 い て 他 の 地区 の も の と 比較 検討 し 
て いる 。 結論 に は 1) 桃色 及び 赤色 の パー 
サイ ト } は 比較 的 Rb が 少く , Ba に 富む 
が , 灰色 の も の は 之 と 逆 の 関係 に ある 。 
(2) 役 量 元 素 の 信 有 量 は 個々 の パー サイ ト 
に 就 い て 座 化 が ある 。 (3) Black Hills の 
花 答 岩 と パー サイ ト は 共に Cr>Ni 逐 Co 
C, 岩 此 に 由来 する 岩石 中 の Co>Ni> 
Cr, ait Ni>Co>Cr の 関係 と 矛盾 し , 本 
地域 の も の は BAF AIL BOKAIO % O cite 
因 す る も の で は な さく , 交代 作用 に よる る も 
DC, 交代 岩 類 は 片岩 類 か ら 導 か れ た も の 
で ある 。 石英 一 白雲 母 一 黒雲 母語 内 か パ 
ー サ イト 質 片 岩 に 与え た 交代 作用 に 於 け 
る 物質 の 交換 は 附 加 ; Rb, Ba, Sr, Pb, 
Ga, Bay Li, Zr, tae 5 Cr, Co,5Niy Cu, 
Mo. Y. GHB (Am. Min., 38, 172~ 
190, 1953) [植田 】 
7633, Ballachulich TERIOR 
Am BHib Muir, I. D. 

Kentallen (2# a YiiiricwKev. TC Ball- 
achulish (Ef Bee Bic Appin Ake 
DPEOMBER HS. (a) 捕獲 岩 に 直接 
する 部 分 は (b) 白色 隊 緑 岩 帯 ( 幅 ユー2 
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ait 


Mf) C, その 外側 に (c) DY kee (te 
Sit), (d) FRAP AHR bY, 花 賠 際 
緑 岩 に 移 化 する 。 (a) 内 部 に 灰 代 一 灰 鉄 
ine, Bae, Pama, AR 
BER DD. (b) MBRLL CARA 
イク ロペ パー サイ ィ イト, HA (c) KERA 
OMev47UX—-Y4ARWIo MEHR 
石 量 増大 し , Wa, BAST (d) BAB 
物 (ia, ANA, BE) RARAS MM 
里 長 石 が 包 信 する 。 此 等 各 帯 の 化学 分 析 
を 行い , 白雲 岩 質 石灰 岩 か ら 交 代 捕 獲 岩 
へ 容積 変化 が な いも の と :' し て の 物質 出入 , 
及 各 岩 右 帯 の 鉱物 の 生成 に 就 い て 論じ て 
いる 。 捕獲 岩 は 岩 柴 か ら SiO。, Al,Og, 
FeO, Na,O, K,0 RHO Ti, Mn } 
得 , BARS Ca, CO。 を 失 つ た 。 捕獲 
岩 の 周 囲 は その Ca & 24E2.5 0 Si, Al, 
Na と か ら 主 に 斜 長石 帯 を つく つた 。 そ 
の 結果 変化 し た 岩 引 は 局部 的 に 加里 に 富 
ん で 加里 陸 長 岩 を つく つた 。 変化 し た 岩 
RO RAILS ORCL Tuttle Ox 
5 two felspar field に , 後 考 は one 
felapar field WA 4ZL#RENSZ 
(Jour. Geol., 107-124, 1952 gpa), 
fa} Skye, Carlingford の 同様 岩石 と 比 
較 し て いる 。 (Geol. Mag., 60, 182~ 
W922 1953) (FED 
7634, 北西 スコ ツ ト ラ ンド Assynt th 
方 の アル カリ 小結 入 岩 の HR BHM AS 
Aim Sabine, P. A. 

北西 Highland の Assynt 地方 に は 
post-Cambrian 時 代 の 岩 床 , 岩 脈 太 あ 
So 皇 要 岩 型 は Grorudite, Canisp PE 
岩 ( 黒 圭 母 , ソー タダ 告 長石) エ ヂ リン 質 舞 
Bins), 角 関 玲 岩 ) ノル ドド マル ク 質 岩 , 
Vogesite, ledmorite, GPG EAE CH 
る 。 此 等 は Lewisian 片 麻 岩 , Torridon 


Wa, AYT VA RICPEF SZ Pv 


FRU7S, PRS, Fry } Bit 
Moine fight PIAS Zo IKEA, 


は カレ ドニ = ニヤ マヤ 運動 の Wc tbh 
る 。 EMI HBO Sole, 東側 に 
Moine の 断層 が あり, その 問 に Glen- 
coul, Ben More, 断層 等 が ある 。 Groru- 
dite の 構造 的 分 布 は Glencoul 及 Ben 
More 送 断 層 が ー つ の 構造 単位 に 属す る 
こと を 示し , 両者 は 南方 で 一 つ に な る 
(Assynt 逆 断 層 と よぶ )o Canisp HO 
分 布 は Sole 逆 断 層 に 重要 な 関係 が ある 。 
Moine 片岩 中 の 岩 床 は 変質 し , カレ ド = 
VE EMR Rca SOMA 
し た も の で , Moine 変成 作用 の 少く も 一 
部 は post Cambrian で ある 。 KNORR 
人 入 体 は injection に よる 。 BAA bls 24 
HY, 1 は 塊 を な し ledmorite 岩 脈 を つ 
くり , 一 方 更に 酸性 部 分 は 異 る 物理 学 的 ] 
条件 下 に 小 分 化 物 (Vogesite-Grorudite’ 

系 列 ) を つく つた 。 Vogesite PO AIK 
YEA, 高い アル カリ 岩 型 を つく る に は 
石灰 岩 の 同 化 作 用 は 多分 関係 し な か つた 
と 思 は れる 。 各 岩 型 の 岩石 学 的 記載 及 化 
学 成分 が 挙げ て ある 。 (Q.J-G.S., 111, 
137~171, 1953) (FB) 


ーー ペペ ーーー 


7635, mM, Pininga 地方 に 於 ける 
明 療 石 鐘 床 の 起源 ‘King, D. 
当地 方 の 地質 は BY TY Vv REO EBS 
BRU RE, これ が 陥没 し て 出来 た 
塩水 潟 隆 の 貸 三 紀 HOST HE 5 ZS er Hk) HE 
積 岩 ( 亜 談 , tt, 砂 , カオ リン 質 粘 土 , 
グリ ツ ト , BRS RUBES ELOG 
YD, 明 環 石 鉱床 は 上 記 の カオ リン 質 粘 主 
に 伴 な い , 特に ラテ ライ ィ イト 化 作 用 を 鞭 つ っ 
て いる 部 分 に よく 発達 する 。 著者 は 主 に 
(GEASS TAY TT CAS GER & B37 LAB EBB 
石 の 主 成分 で ある KO, Al,O,, SO, 等 
の 根源 及び その 生成 機構 に つい て 次 の 様 
な 結論 を 得 て い る 。 1) KO 及び Al,O, 


3 
“2 


> 
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は 花岡 岩 及び 片 麻 岩 中 の 長石 の 分 解 に よ 
つて 生じ た カオ リン 次 粘 年 より 供給 され , 
2) 一 方 SO。 eH eS 存在 する 黄 鉄 鉱 
及び 遊離 硫黄 , 基底 岩 に 微量 合 ま れる 黄 
鉄 鉄 等 の 分 解 に よ つ て 生じ る 硫酸 に 仰ぐ 

こと が 出来 る 。 3) 中 新 世 中 部 層 中 に 於 
ける BB EO 存在 は 当時 の HER ARI 
SO; 分 が 豊富 で あつ た こと を 物語 つて い 
So 4) 明 笠 の 生成 機 午 と し て , 長石 の 分 
解 に よ つ て 生じ た カオ リン が 先 づ 硫酸 々 
性 の 地下 水 に お か され て MEE BL, 
次 に これ が 石灰 岩 等 アル カリ 質 の 作用 で , 
その PH の 変化 を 起 し , MBG t UCHR 
Ht 6—-BBSBA5NS) 5) カオ リン 
は 長石 が 朋 栗 石化 する 中 間 生 成 物 と 見 る 
ZC EMH, —A7T 74) LARA LO 
共存 は ぁ る 地 化 学 的 条件 を 表わす も の と 
BATEKWo 6) 本 鉱床 の 生成 時 期 は 演 洲 
で 広く ラテ ライ ト 化 作用 の 行なわ れ た 鮮 
新 世 晩期 と 推定 され る 。 ZBLOMAA 
は 溢 唱 質 で ある た め , XPRVUSTHE 
鏡 的 方 法 で これ を 決定 し て 居り , こ れ に 関 
する ろ る 記載 が な され て いる 。 (Econ. Geol., 
48, 689~703, 1953) (HA) 
7636, Newfoundland 73 Island 
BXRBBAEICKITS 7 O—- BRE 
床 の 起 源 Smith, H.C. 

AHL オルド ビシ ア 紀 と 考え られ て 
いる 超 塩基 性 岩 帯 と , その 上 部 に 横たわる 
MGBED ba), その うち 前 者 は 厚 さ 
約 2.5~4.0 BOY vy HE 及び SOE 
BOUVMIT VT BED 構成 され て いる 。 
GRRL Ea OME 8 接する 超 塩基 性 岩 帯 
の 上 部 に 限ら れ , クロ ー ム 鉄鉱 は 母 岩 と 
整合 的 に 帯状 或 は VY ARE EG 
し て いる 。 £OHRAELMEARUI 
大 右 等 の 造 岩 鉱物 と 何等 異な ちら ず , 一 方 
副 成 分 と し て 産 す る 含 ク ロー ム 穴 品 石 は 
格 笑 石 の 料 を 囲む が , それ 自身 は 頑 大 石 
DENCE CCS. 著者 は 本 鉄 床 が 


LALOR AEE & O 接 鯨 部 附近 に 産 す 


・ る 点 に 着目 し , 岩 此 中 の 化学 成分 , 特に 


Al, Mg 等 の 量 が 適当 で ある 時 に RRA 
意 て は クロ ー ム 鉄 鉄 が 生じ 易く , 本 鉱床 
下部 層 の 様 に クロ ー ム 鉄 鉄 の 少な い の は 
人 笑 品 石 の 分 化 を 援 け る.Al の 量 が 欠如 し 
て いる た め だ と 云い , 更に 灰 長 石 一 者 士 
衝 村 石 一 理 酸 の 三成 分 系 中 に RY SREP 
石 の 挙動 に つい て 論 及 し て いる 。 (Econ. 
Geol., 48, 408~415, 1953) [【 林 3 
7637, Egypt, Abu Ghalqa OF4 
ン 人 鐵 鐘 々 床 Amin, M. S. 

含 チ タン 斑 惣 岩 に 関連 る 岩 此 分 化 鉄 
FRC, 斑 牝 岩 の 小 岩 体 中 に 用 胎 す る 。 BE 
ia ES BEE CHAE 
け , 斑 惣 岩 に 近 ず くに つれ その 度 を 増し 
関 緑 岩 質 と な る 。 この 接触 部 に 近い 部 分 
の biti ali BS 著しく 石英 脈 に Ban 
る 。 斑 惣 岩 々 体 は 変成 岩 帯 で あり , これ 
等 の ie NL 多数 の 酸性 岩 脈 に Haar 
Bo BRIAR & OBE NTIS EFT CRS 
TRV BEG es PCIRIA LL, FREER AG de & 
BOTAN, Bike, 及び チタ ン 鉄 
鉄 よ りな る の が 普通 で ある 。 FH v BGK 
は 層状 の も の と レン ズ 状 の も の と あり , 
前 者 は 長 さ , 幅 共 に 数 米 で あり , 後者 は 
長 さ 2 米 程度 で 存在 する 。 チタ ン 鉄 鉱 の 
塊状 の 部 分 は 鉱 独 状 の 部 分 を 経て 母 岩 で 
DOEFI VREM ENCE GT Zo SRSA 
ADMD IL HAO Whit Gat SIE 5 
mm WLELOF VY VRE AY, SKLAR 
は チタ ン PSB VOPR SEE T S 0 fh 
VO KEALGA, GHNLRA, HE, F 
IVEBOMCH BS. チタ ン 鉄 鉱 中 に は 
赤 鉄 鉱 が 工 片 状 に 存在 する 。 か く て 以上 
DAR Ds b ABI RRL MEY AW 
TEMG EE PICEA AAL, チタ 
VY BILE OREM AIC EAL, F 
タニ ウム は BEM RE ORE HIER BD 
CHALBA, MARIO, Mit 
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物 の 高温 で の 卓 出 等 に 論 及 し て 居る 。 
(Econ. Geol., 49, 77~87, 1954) 

[鈴木 〕 
7638, 氏康 生成 時 に 於 ける PASO 
S3@! Mackay, R. 

SUED LA & Wit Seb AAwy 7s SSE 
4448 (geological barrier) BOGIES 
$NSZGR 1 FY BOWS MREK 
に 大 き な 影 響 を 与え る と 考え られ る 。 FH 
LEE HEE DOE REE C UIE 一 部 の 金 
属 が 鉄 液 中 より 上 唱 出 し て いる うち に , 他 
の も の は HME BiH LT LAT SM, 
LDPE DA. RE CHIME, その 下 
SRC SRI OVER LCR EERT Oo こ 
の 場合 , SE PO 4 VSO Be 
MRTSRMOB* AY eEBeet これ を 
置換 し , 障害 質 岩 石 の 変 代 作 用 を 盛 に す 
る 。 以上 の 様 な 考察 の 適用 出来 る 鉱床 と 
し て は , Mezica (ユー ゴー), Raible, Idria 
(47) —), Hog (アメ リカ ), Quebec( カ 
チ ナダ) SOREN CHS 筆者 は 上 記 の 
(APE filtration, ultrafiltration, 
dialysis, exosmosis 等 に 分 類 し , これ 
に つい て 説明 を 与え る 一 方 , 熱 水性 金属 
の 湖 透 度 に つい て 実験 的 考察 を 行い , 次 
の 様 な 結果 を 得 て い る 。 即ち 1) 一 般 に 
金属 の 肖 透 度 は その イオ ン 半 径 と 略 々 比 
例 す る が 必ず し も これ に 従わ ず 同 族 の 金 
属 で は 却 つ て それ と 反比例 する 。 2) 周期 
MO [H) HTH その 電子 番号 と 湖 
透 性 と は 比例 する 。3) 原子 価 が 大 で あれ 
ば 湖 透 性 は 減少 する 傾向 が ある 。 (Econ. 
Geol., 41, 13~46, 1946) [阿部 実 ) 
7639, Tennessee 引 Jefferson Tht 


SIS PMS S ASAIO AE Brokaw, 


AVES Jones, C.L. 

Jefferson 市 附近 の 亜 鈴 鉄 床 は King- 
sport 昧 層 の 下部 に 相当 する 石灰 岩 , 昔 
灰 岩 質 石 灰 岩 等 を 不 規則 に 変 代 する 層状 
SKIRT, Dab sha CARA 


構造 の RMB IBC aHT So SB 
物 は 殆 ん ど 関 亜鉛 鉱 の み で その 他 , FE 
の 府 水 性 苦 灰 右 , TIRE, BRS & TP 
Do 

SERIE OBALBADAK FE 
L, LOR MEICPaRREORM?, 
SEE O GBH I< FEE LT BY, 
BIKDIEU O Bil & He Oe dase 27a 
ん ど 常 に 平行 関係 を 示す 事 は 注目 に 値 す 
Do 

更に この 他 , 破砕 帯 , et BED Bete 23— 
ot DPAAILER ERO C 存在 する が , FOI 
% BH OMEN BH CH SICK UR 
PUMPS OCHRE REL RL 鉱床 の 生 
成 に 好人 条件 を 与え て いる 。 COP RIS 
名 岩石 中 , 特に 脆弱 な 苦 灰 質 岩 の 部 分 に 
No icon: Geol.,41,160~165, 
1946) (Bre a3 
7640, @CvAVERUE OWA 
VeRHILE tS PROBES OUT 
Wasserstein, B. 

VV AVERY ZMROSE I IER 
Lipset VG, DU ATY GS: 
zy av eek, make v WY SB, partrid- 
geite, Mivy WY, vv avs, B 
zy Vo, Bev AV BE, sitaparite, 
verdenburgite, 及び マン ガン +See 
地 の も の に つい て 分光 分 析 を 行 な つ た 結 
果 1) MHRESL SAT Sinister y 
HV EOBRC, その 値 は 0.3~1.2% に 
達する 。2) その 他 の マン ガン 鉄 物 は 圧 素 
の 含量 0.1% 以下 の 場合 が 多い 。 3) Lad 
の 事実 より マン ガン 鉱物 中 の 圧 素 は Si を 
置換 し て 入り 込む 可能 性 が 大 で あぁ る 等 の 
こと が 判っ つて 来 た 。 更に 著者 は この 様 な 
マン ガン 鉱石 の 利用 面 に も 論 及 し 少な く 
と る も 桐 素 の 一 部 が マン ガン 鐘 中 に 合金 と 
し て 含有 され る こと を 暗示 し , OME 
に つい て 注意 を 促し て いる 。 

久本 論 六 中 に は 分 光 分 析 の 方 法 と くに 
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eB RE oa er Ted toe SE ly Re 


ER & ORICON CIB FEL 
論じ て いる 。 (Econ. Geol., 38, 389~ 
398, 1943) ca) 


A it eB 

7641, 石油 の 生成 , SH, 集積 を 説明 す 
る shelf principle Weirich, T. E. 

右 油 可 能 隆 を 決定 する に は , 普通 ある 
堆積 盆地 に 於 ける 石油 母 層 の 発達 , 背 斜 
構造 の 存在 に よる の で ある が , 実際 上 ア 
ヌメ リカ 合衆国 の 豊富 に 石油 を 産 す る 地 
域 で は , 上 記 の 地表 上 の 識別 は 案外 困難 
な こと が 多い 。 東部 オク ラ ホ マ 及 び 東 部 
WED REN IV) a= AIR 
IOWA, BARHEO MAD 
6b Abe HL TWH, subsurface data 
(C2 CF Liz isopachous map か 
ら 推定 する と , この 地域 の 経済 的 産油 を 
示し て いる 地域 は Atokan と Des Mo- 
inesian 時 代 中 に 形成 され た shelf の 位 
BIR SN COAL EMTS IAI 
の 産出 は shelf に 特有 な レン ズ 状 砂層 を 
挟む 頁岩 中 に 度々 見 られ る 。 上 述 の 様 な 
事実 か ら 筆 者 は , この 地域 の 石油 の 生成 , 
移動 , 集積 は ペン シル ヴ ア ー ニ = イア テン 初 
期 時 代 に 断続 的 に 北西 方 向 に 移動 し , 位 
填 を 変え た shelf に 密接 な 関係 が ある と 
Ue Sie shelf principle 455 c 
Awe AlcH#L, この 破 念 は 他 の 産 
油 区 域 に も 適用 し 得 ら ちら れ よう と し て い 
4o (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
37, 2027~2045, 1953) (HAY 
7642, SRADIOMA CHA 
Menehen nite  Hichter lla \i2, svenz, 
Pen Wallis W. E:., Renz, By ., 
Patterson, J. M.,and Robie, R. H. 

第 一 部 と し て 一 般 地 質 に 関し て Men- 
-cher,E.(ZEODCTRAKLIALAUCTS 
PAO RNAS bh, 1946 


年 Liddle の 区 分 し た 9 つの 地域 に つい 
て 簡単 に 説明 し て いる 。 RIESE, 
自重 紀 初 期 及び 後期 , 第 三 紀 の 初期 , 中 期 
及び 後期 に 於 ける 地 実 的 な 海 の 状態 に つ 
いて 各 時 代 毎 に 図示 し て 説明 し て いる 。 

Bl FEA OMIE AH ATIOAAC 
Llanos 地域 北部 が 総 て 海 で あつ た が が , 古 
第 三 紀 に な つて か ら は Marachibo lake 
basin と Cordillera de la costa の — 
部 が 海 で あり 再び 海 侵 で 北部 全般 が Eo- 
cene の 後期 に 海 と な り Oligocene に 到 
り Llanos 地域 の 東部 , Cordillera de 
la costa ORB, Falcon の 一 部 が 海 と 
な り Oligo-Miocene に は 更に これ ら の 
海 が 広 が つ て いる 。 

第 二 部 と し て 油田 地域 を 西方 , 東方 , 中 
央 の 三 つ に 分 け て 説明 を 加え て いる 。 西 
方 油田 の Maracaibo-Mara 7h CybRe 
は 深成岩 の 基盤 の 上 に HES CRSA AE 
紀 の 石 灰 岩 (Cogollo Safe) と Guasare 
泉 層 の 砂岩 と 右 灰 岩 と 更に その 上 に くる 
Concepcion K)/8® Punta, Gorda, 
Ramillete, Upper sands の 砂岩 中 に 存 
する 。 Mene Grande 油田 で は Misoa 累 
層 , Pauji 時 層 中 部 , Isnotu 昧 層 の 砂岩 
が 油 砂岩 と な つて いる 。 Tarra 油田 に 於 
て は 片岩 等 の 基 毅 の 上 に の る Uribante 
RIED FRO Tibu の 石灰 岩 , Angostura 
RO Tabla 砂岩 , Mirador A, 
Carbonera BBO Cubo 砂岩 が 油 確 岩 
で ある 。 FORA Buchivacoa yh fA, 
Bolivar Coastal 池田 , Cumarebo yh 
427) 32 Bh VOW CAML CWS 東 
方 油田 は Quiriquire 油田 , Pedernales 
油田 , Anaco 地域 , Greater Oficina 地 
域 , Temblador 地域 , Tucupita 油田 
に 関し て それ ぞ れ 説明 し て いる gsJusepin 
油田 で は La Pica 累 層 が 主要 油 砂 岩 と 
な り Quiriquire 油田 で は Quiriquire 昧 
Jaa wht a CH Y , Pedernales 油田 で は 
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La Pica 昧 層 の 下部 の Amacuro 部 層 が 
油 砂 岩 と な つて いる 。 Anaco 地域 に 関 
し て は Merecure SJ4, El Roble yA 
で は Oficina 4)8, Temblador 油田 で は 
Oficina 累 層 の 上 部 Tucupita 油田 に 於 
T Oficina Re BH aL 7 OT 
る 。 中 央 ベネ ズ ェ エラ 油田 と し て Mercedes, 
Palacio, Guavinite, Piragua, Tucu- 
pido, Saban, Ruiz 油田 に つい て 簡単 に 
説明 し て いる 。 KRALL OWES EH 
RENCE L OSE REMODEL, B= 
紀 の も の と が あぁ あり CN5OREBCHET 
は 対比 表 を 図示 し て ある 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 37, 690~777, 


1953) [阿部 〕 
7643, Stylolite と 油 の 移動 Shaub, 
B. M. 


含 油 岩 石 に 於 ける stylolite (柱状 容 起 ) 
の 生成 は 油 母 岩層 か ら 油 の 移動 を 状 起 す 
る 原因 に な る と Ramsden (1952) は 述 
べた が 紫 の 仮説 の 基調 を な する も の は Sto- 
ckdale (1922, 1926) の pressure — 
この 概念 に 基き 
stylolite は 硬化 し た 岩石 に 生ずる と 推測 
し て いる 。 然し 年 ら 著 者 は 独断 的 に pre- 
ssure—solution theory を うけ 入れ こ 
の 説 を その ま ・ ゝ stylolite の 生成 歌い は 
経済 的 な 油 の 移動 の 重要 過程 に 適用 する 
CEES CHS LRN Rw, fey 
Stylolite の 発達 する 地層 中 の 石油 は 経 
済 的 意味 で 多く の 考 想 を 喚起 し stylolite 
の 役割 と stylolite の 生成 する 根本 的 発 
展 過 程 は 石油 , 天然 ガス の 集積 に ある 種 
の 重 要 性 を 有する こと は 疑い な いこ と で , 
これ を 此 体 的 に 把握 し て 行く こと が 必要 
で ある こと を 強調 し stylolite の 生成 は 
右 灰 質 堆 積 物 の 可 約 性 に RZ % OD CHERE 
後 固 結 する 過程 に 礁 て 生ずる も の と 考え 
て いる 。 著 者 は ニュ ー ヨ ー ク 州 Little 
Falls OLE YF IUTHO BEE, 


solution theory で 」 


テキ サス 州 の 8,900~9,000 ft の 深 さ か . 
ら 得 られ な た 油田 コア (SiO koddessa 
formation, 42234) の 2 っ の stylolite 
の 例 を 挙げ stylolite に 沼 つ て 生成 し た 
不 規則 な RRL MAR 著しく KES, 
その 数 が 多く 且つ 油 母 岩層 に 直接 接し て 
いる 場合 は 石油 の 大 部 分 は 適切 な 条件 の 
も と で 移動 する も の と 推 穴 され , COR 
な 地層 が 構造 的 に 適当 な 条件 を 備え て い 
る な ら ば 移動 し た 油 を 集積 し 保留 し 得る 
地層 に なると 療 ら れる ce (Jour. Sed. 


Pet., 23, 260~264, 1953) (63) 
7644, KABOSRAHEBDER 飯 
BeS=, 飯盛 里 安 


SOMO LUE ST SHA, DE 
32, 漠 石 等 の 鉱物 に , 化学 組成 が ほ ゞ 
一 致す る 様 に 各 原 料 を 配合 し , 附 活 体 の 
少量 を 加え て 焼成 し て 得 た BRK BIE 
を 調べ た 。 この 実験 で は 結 量 学 的 に 正 し 
WEIMER LTD CLR Wo 化学 組成 
は m (Na, K},O-nCaO - pAl,O, « qSiO, 
で 示さ れ , fd B-MOT Vs TER 
HEROEALPTAEDOCHSo BRE 
EN CIE PhO], CuGOy 0, OR 
HPO,-4H,O を 用 いた 。 上 式 で m+n= 
1, n=0~0.5, p=0.5~1.0, q=3~4 0 
場合 に 発光 性 を 示す 。 附 活 体 の 添加 量 は , 
鉛 , ウラ ニル の 場合 は 0.01 へ ~0.2 モル が 
が よい が , 銅 の 場合 に は 0.01 モル 以上 に 
な る と 急激 に 常光 が 弱く な る 。 RRC SABA 
活 の も の に つい て は SHORE BRU 
常光 極大 の 波長 等 を し ら べ た 。 EAE 
で は 極大 波長 は 大体 4,040~4,410 A の 
間 に あ り , 他 の 鉱物 体 で は 4,010~4,100 
A の 問 に ある 。 こ の 局 光 体 の 特徴 は , 芸 
体 が 磁器 体 も し く は ガラ ス 体 の 点 で ある 。 
(科研 報 , 29, 463~467, 1953) CELL. 
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An introduction to crystal chemistry. By R.C. Evans. 1939 年 に 
初版 を 刊行 し た 本 名 著 は , こ ゝ に 第 sAHMARG AN KBONAMM OUTS 
し く 紹 介する 迄 も な い の で , こ ゝ に は 殴 見 する に 留め る 。 第 一 息 結 晶 格 子 は 次 の 3 
#&E YRS. I. Introduction, II. Interatomic binding forces, III. Quanti- 
tative lattice theory. Ao RAPATREICAICKO SHR SNS IV: 
The metallic elements, V. Alloy system, VI. Homopolar compounds, VII. 
Ionic compounds: isodesmic structures, VIII. Ionic compounds: meso- 
desmic structures, IX, Ionic compounds: anisodesmic structures, X. Ionic 
compounds containing hydrogen, XI. Molecular compounds. 48m 3cHRE 
RGM RSS ERA CHOON C, 結晶 化学 序論 と し て の 良い 参考 書 で あぁ る 。 (本 
文 388 BH, Cambridge University Press. 1952 年, *¥ 1,650) (KARI 

Rocks and mineral deposits. By P. Niggli, translation by R. L. 
Parker. 本 書 は Niggli の 近著, Gesteine und Mineral-lagerstatter, Bd. I 
を 学生 の 参考 に 供する 目的 で 英訳 し た も の で ある 。 内 容 は 原 閉 と 変わ り が な く , 331 
個 の 附図 も ゃ 鮮明 に 印刷 され て いる 。 1% The materials で 地球 化学 と 結晶 化学 
の 序論 を 述べ た 後 , 主 な 鉱物 の 化学 式 を 構造 の 立場 か ら 論 じ , 岩石 の 化学 成分 と 鉱 
物 成 分 の 関係 を 説明 し , Rv CH2H The fabric で は 此 等 譜 鉄 物 の 共生 , 構造 等 
を 多数 の 附図 を 用 いて 述べ , 63 Physical-chemical principles governing 
the formation of minerals and mineral deposits で は 相 律 の 立場 か ら , Kime HK 
率 の 成因 を 論じ , #4 Basic principles for the systematic classification of 
rocks and mineral deposits で は 分 類 を 表示 し , 詳細 に 説明 し て いる 。 (AIC 559 
B, 附 73, W. H. Freeman Co., 1954 423647, $ 12) (KR) 


AHH S SH A+) 


阿部 EE At HE 植田 良夫 KR E- 加藤 Bee 
mR USSU OSES 島津 光夫 EK RE 
鈴木 光郎 TR 8B 8H -# ESIB= MW TM 
| HDL KBB 


昭和 29 425 A 208 印刷 昭和 29 年 6 月 1 日 発行 


BAM 仙台 市 片平 丁 東北 大 学 理学 部 内 | ABBA (lair) 東北 大 学 理学 
BAB ABD ARAR 部 内 RAS Ai piERAS 


eee ee GRA FL 【 振 替 仙 台 8825 B) 
is 会 
Aco eS 幸 By] RSM 一 部 80 円 (会員 外 ) 


Vol. XXXVIII June 1954 : No. 3. 


The Journal of the Japanese Association 
of 
Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists. 


CONTENTS 


Towery manganocalcite from Hosokura mine, Miyagi 
Ptetectu tie  Uiramumemra cine uetemense K. Omori and K. Yamaoka. 
Barite from Kominato Town, Aomori Prefecture. 
ee a ie Oe 0 Ie Oh cis ODIO CID. o'GD Oe S. Hasegawa. 
Spectroscopic studies of some rocks and minerals (1). 


(Pundamental¥experiments) ies pretest ite keener Y. Ueda. 
Mafic and ultramafic rocks in the Takozu district, 
southwestern Kitakami mountainland (II). .... M. Shimazu. 


Mineralogical studies on the soil genesis (1). 
The soil of Mt. Katasone, Fukushima Prefecture (II). 
en OA i GR a CoD Ooo 58.4 4 J. Masui. 
Notes and news. 
Announcements of the meeting. etc. 
Book reviews. 
An introduction to crystal chemistry. By R. C. Evans. 
Rocks and mineral deposits. By P.Niggli, translation by 
RoC Parkerwmerc: 
Abstracts : 

Mineralogy and crystallography. Calculation of axial ratio, 
polar axial ratio, axial angle and polar axial angle of 
triclinic crystal. etc. 

Petrology and volcanology. A twin-zone relation in plagioclase. 
ec: 

Sci. of metallic deposits. Origine of alunite deposits of Pininga, 
South Australia. etc. 

Sct. of petroleum deposits. Shelf principle of oil origine, 
migration, and accumulation. etc. 

Ceramic minerals. Some artificial fluorescens minerals. etc. 


Published bimonthly by the Association in the Institute of 
Mineralogy, Petrology and Economic Geology, 
Tohoku University, Sendai, Japan. 


